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つながる想い　未来へ翔け
がいな祭

米子の夏を熱くする「第45回　米子が
いな祭」が７月28日（土）、29日（日）
の２日間にわたって開催されます。
「がいな太鼓」、「がいな万灯」、「やんちゃ
パレード」などが祭りを盛り上げ、中
海をいろとりどりに染める「大花火大
会」が、米子の一番熱い日を締めくく
ります。



が
い
なコ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

が
い
な
太
鼓
、
が
い
な
万
灯
、

や
ん
ち
ゃ
よ
さ
こ
い
。
祭
を
盛
り

上
げ
る
主
役
た
ち
に
よ
る
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

や
ん
ち
ゃ
パ
レ
ー
ド
・ス

テ
ー
ジ

　

や
ん
ち
ゃ
よ
さ
こ
い
や
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
に
チ
ア
ダ

ン
ス
…
。
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル

の
踊
り
や
、
鼓
笛
隊
や
仮
装
な
ど

何
で
も
Ｏ
Ｋ
！
街
中
を
祭
ム
ー
ド

で
盛
り
上
げ
ま
す
。

大
花
火
大
会

　

祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
大
花

火
大
会
。
毎
年
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
る
招
待
観
覧
席
を
今
年
も
ご

用
意
し
ま
す
！

　

市
内
各
所
で
花
火
募
金
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
お
得
な
寄
付

も
！「
マ
ク
ア
ケ

　
ガ
バ
メ
ン
ト
」

で
検
索
！

車
い
す
専
用

「
心
の
や
さ
し
さ
ス
ペ
ー
ス
」

　

大
花
火
大
会
で
は
、
車
い
す
専

用
の「
心
の
や
さ
し
さ
ス
ペ
ー
ス
」

を
設
け
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

事
前
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

車
い
す
が
必
要
な
方
と
そ
の
ご
家

族
、
あ
る
い
は
施
設
単
位
で
お
申

し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
米
子
が
い
な
祭

企
画
実
行
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
米
子
が

い
な
祭
企
画
実
行
本
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
８
３
―
０
８
２
２

　

米
子
市
中
町
20
番
地　

米
子
が

い
な
祭
企
画
実
行
本
部　
「
心
の

や
さ
し
さ
ス
ペ
ー
ス
係
」

　
☎
22
―
０
０
１
８

　

22
―
０
０
１
７

交
通
規
制
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

７
月
28
日
、
29
日
両
日
に
わ
た

り
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。
米

子
駅
前
通
り
を
通
過
す
る
各
路
線

バ
ス
・
だ
ん
だ
ん
バ
ス
の
経
路
が

変
更
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
実
行
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
祭
の
広
報
紙
な
ど

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

だ
ん
だ
ん
バ
ス
が
無
料
に

　

７
月
28
日
、
29
日
は
だ
ん
だ
ん

バ
ス
が
無
料
運
行
さ
れ
ま
す
。

運
行
時
間　

米
子
駅
発
午
前
９
時

〜
午
後
６
時
（
30
分
間
隔
）
で
運

行
　

便
利
な
だ
ん
だ
ん
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
だ
ん
だ
ん
バ
ス
以

外
の
路
線
バ
ス
、
ど
ん
ぐ
り
コ
ロ

コ
ロ
バ
ス
は
無
料
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
ク
リ
ー
ン
な
祭
の
運
営
を
め
ざ

し
、
ゴ
ミ
箱
の
設
置
を
し
ま
せ

ん
。
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

米
子
が
い
な
祭
企
画
実
行
本
部

☎
22
―
０
０
１
８

22
―
０
０
１
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.gainam

atsuri.jp

第
45
回

　
米
子
が
い
な
祭

「
つ
な
が
る
想
い 

未
来
へ
翔
け 

が
い
な
祭
」

イベント概要
７月28日（土） ７月 29日（日）

ふれ太鼓 米子がいな太鼓
自衛隊パレード、コンサート 米子がいな万灯妙技会
オープニングセレモニー ダンスコンテスト
がいなコラボレーション やんちゃパレード・ステージ
がいなパレード ステージイベント　
だんだん広場ステージ 文化ホール前ふれあい広場
やんちゃパレード 湊山公園イベント
米子がいな太鼓 大花火大会
米子がいな万灯
文化ホール前ふれあい広場



第
38
回
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
皆
生
大
会

「輝かしい歴史のランドマーク　
目指す人、支える人、心ひとつに」

　

38
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
全
日

本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
皆
生
大
会
。

　

今
年
は
『
輝
か
し
い
歴
史
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク　

目
指
す
人
、
支
え

る
人
、
心
ひ
と
つ
に
』
を
テ
ー
マ

に
、
選
手
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
熱

い
１
日
が
始
ま
り
ま
す
。

　

日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
発
祥
の

地
「
皆
生
」
に
、
昨
年
同
様
に
全

国
か
ら
個
人
の
部
９
４
０
人
、
団

体
の
部
60
組
の
、
１
０
０
０
組
の

鉄
人
達
が
集
い
ま
す
。

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
と
は
、
ス
イ

ム
３
キ
ロ
、バ
イ
ク
１
４
５
キ
ロ
、

ラ
ン
４
２
・
１
９
５
キ
ロ
の
過
酷

な
レ
ー
ス
で
す
。

　

午
前
７
時
に
皆
生
海
岸
を
ス

タ
ー
ト
し
、
大
自
然
の
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
な
バ
イ
ク

コ
ー
ス
。
ラ
ン
で
は
境
港
を
駆
け

抜
け
、
ゴ
ー
ル
の
ど
ら
ド
ラ
パ
ー

ク
東
山
陸
上
競
技
場
を
め
ざ
し
ま

す
。

　

大
会
は
、
た
く
さ
ん
の
温
か
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
支
え

ら
れ
、
選
手
は
沿
道
の
声
援
に
勇

気
づ
け
ら
れ
な
が
ら
ひ
た
む
き
に

ゴ
ー
ル
に
向
か
い
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い

　

大
会
当
日
の
ゴ
ー
ル
付
近
で
は

駐
車
場
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
東
山
陸
上
競
技

場
に
お
越
し
の
場
合
は
、
で
き
る

だ
け
公
共
交
通
機
関
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。（
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
「
東

山
公
園
駅
」
が
最
寄
り
駅
で
す
。）

問
合
せ　

皆
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会

☎
34
―
２
８
１
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…http://

w
w
w
.kaike-triathlon.

com
/ 皆生トライアスロン当日

交通渋滞のお知らせ
　７月15日（日）「第38回全日本トライアス
ロン皆生大会」の開催に伴い、バイクコース
の次の地点に交通渋滞が予想されます。全国
から集まる選手の安全走行のために、可能な
限りご配慮いただきますよう、ご理解とご協
力をお願いします。（皆生トライアスロン協会）

※地図はイメージのため、縮尺などは実際とは異なります。
※2018年7月15日㈰当日の渋滞予測で、当日の状況などにより異なる場合があります。



そ
れ
、
い
い
が
ん
‼

第
１
回

　

第
１
回
は
、
両
三
柳
に
あ
る
米
子
第
一

交
通
株
式
会
社
の
福
坂
所
長
さ
ん
、
亀
井

人
事
担
当
主
任
さ
ん
、
澤
田
ド
ラ
イ
バ
ー

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
米
子
第
一
交
通
さ
ん
の
業
務
内
容
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

福
坂
さ
ん　

第
一
交
通
産
業
グ
ル
ー
プ
は
、

全
国
34
都
道
府
県
に
約
２
０
０
の
営
業
所

が
あ
り
ま
す
。
従
業
員
数
が
１
６
０
０
０
人

で
、
そ
の
内
、
乗
務
員
が
約
１
２
０
０
０

人
在
籍
し
て
い
ま
す
。
米
子
第
一
交
通

（http://yonago.0152.jp

）
で
は
、
タ

ク
シ
ー
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

41
台
タ
ク
シ
ー
車
両
を
保
有
し
て
い
ま
す

が
、
今
、
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
心
遣
い
と
優
し
さ
で
あ

り
、
女
性
の
目
線
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
女
性
の
活
用
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す

る
企
業
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
。

―
―
米
子
営
業
所
に
は
、
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
が
何
人
位
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す

か
？

福
坂
さ
ん　

３
名
在
籍
の
ほ
か
、
内
定
者

が
１
名
で
す
。
乗
務
員
か
ら
運
行
管
理
者

（
国
家
資
格
）
兼
配
車
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

な
っ
た
社
員
も
い
ま
す
。

―
―
社
員
の
方
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
充
実
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取

組
み
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

亀
井
さ
ん　

女
性
専
用
勤
務
と
い
う
の
を

作
っ
て
い
ま
し
て
、
主
に
８
時
〜
17
時
勤

務
、
土
日
完
全
休
み
、
完
全
週
休
２
日
制

を
明
記
し
て
、
お
子
さ
ん
の
お
ら
れ
る
方

が
（
子
ど
も
と
）
一
緒
に
休
め
る
シ
フ
ト

に
し
て
い
ま
す
。

　米子のまちで、仕事に遊びに、人生をたっぷり楽しんでもらいたい！
　そのためには、市民のみなさんのワーク・ライフ・バランス※が大切になってきます。
※働くすべての人々が「仕事」と、育児、介護、趣味、学習、休養、地域活動といった「仕事以外の生活」と調和をとり、
その両方を充実させる働き方・生き方

　そこで、広報よなごでは、今月から10月までの４回にわたって米子市内のさまざまなワーク・ライフ・
バランスの取組みについて紹介します。
■問合せ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９、 ２３－５３９２）

ワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）

～住んで楽しい米子市をめざして～

特集：ワーク・ライフ・バランス



―
―
今
女
性
に
は
そ
う
い
っ
た
配
慮
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
で
は
亀
井
さ
ん
、

ご
自
分
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

は
ど
う
で
す
か
？

亀
井
さ
ん　

自
分
の
？
そ
う
で
す
ね
、
仕

事
は
仕
事
、
休
み
は
休
み
で
メ
リ
ハ
リ
つ

け
て
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
も
い
ま
す
し
、
仕
事
に
遊
び
に
人
生
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

―
―
充
実
し
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
ね
。
従

業
員
に
は
配
慮
し
て
も
、
上
に
立
つ
管
理

職
の
方
に
は
、
そ
れ
が
な
か
な
か
出
来
て

り
ま
せ
ん
ね
。

―
―
時
間
は
き
っ
ち
り
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
タ
ク
シ
ー
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
勤
務
が

夜
遅
く
ま
で
で
大
変
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
か
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
あ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
他
の
パ
ー
ト
の
仕
事
と
変
わ
ら
な

い
で
す
ね
。

澤
田
さ
ん　

自
分
の
希
望
ど
お
り
を
受
け

入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

―
―
米
子
第
一
交
通
さ
ん
が
、
す
ば
ら
し

い
取
組
み
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
が
わ

か
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
住
ん
で
楽
し
い

米
子
市
の
た
め
に
こ
ん
な
ふ
う
だ
っ
た
ら

い
い
な
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

澤
田
さ
ん　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
と
は
関
係
な
い
で
す
が
、
新
幹
線
が
通
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
観
光
客

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
し
、
町
が
活
気
づ
い
て

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
壮
大

い
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
第
一

交
通
さ
ん
は
で
き
て
い
る
ん
で
す
ね
。
す

ば
ら
し
い
で
す
ね
。

福
坂
さ
ん　

は
い
、
わ
が
社
は
イ
ク
ボ
ス

宣
言
も
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

亀
井
さ
ん　

配
車
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
４
人

中
３
人
が
女
性
な
ん
で
す
が
、
有
休
を
と
っ

て
旅
行
に
行
か
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

―
―
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
米
子
で
は

ま
だ
ま
だ
珍
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
な
っ
て
日
々
感
じ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

澤
田
さ
ん　

と
に
か
く
事
故
だ
け
は
無
い

よ
う
に
。

―
―
女
性
専
用
勤
務
、
完
全
週
休
２
日
制

と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
仕
事
が
家
庭
に

影
響
す
る
っ
て
い
う
か
、
今
日
は
残
業
で

子
ど
も
た
ち
の
晩
ご
飯
を
ど
う
し
よ
う
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
ん
で
す
か
？

澤
田
さ
ん　

は
い
、
そ
う
い
う
こ
と
は
あ

な
夢
で
す
よ
ね
。

亀
井
さ
ん　

観
光
資
源
の
大
山
、
境
港
が

あ
り
ま
す
が
、
交
通
の
便
が
悪
い
と
い
う

こ
と
で
、
お
い
し
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ

る
の
に
な
か
な
か
メ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
い

か
な
い
の
で
、
観
光
を
軸
と
し
て
米
子
市

が
元
気
に
な
れ
ば
い
い
な
と
。

福
坂
さ
ん　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅

広
い
層
が
楽
し
め
る
よ
う
な
観
光
資
源
が

ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

山陰６営業所に所属の女性従業員

こどもの日イベントの女性乗務員

新たに整備された女性専用トイレ

女性乗務員のや
わらかい応対は
安心しますね！
たくさんの方に
観光で来ていた
だけるよう、米
子の魅力発信を
もっとがんばら
なくっちゃ！

特集：ワーク・ライフ・バランス

配車オペレーターや事務員として
活躍中の３人

澤田さん運転のタクシーに乗車中のネギポ

ネギポと第一交通マスコットキャラクター
「タクマ」の２ショット



医療充実都市よなご
～「医療」をキーワードに米子市を紹介します～

医
療
・
介
護
施
設
・

人
材
の
充
実

　

米
子
市
に
は
、
鳥
取
大
学
医
学
部

附
属
病
院
、
山
陰
労
災
病
院
、
米
子

医
療
セ
ン
タ
ー
、
博
愛
病
院
な
ど
、

大
規
模
な
病
院
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
病
院
は
市
民
の
皆
さ
ん
だ
け
で

な
く
、
鳥
取
県
西
部
圏
域
の
皆
さ
ん

が
利
用
し
て
お
り
、
本
市
は
鳥
取
県

西
部
圏
域
に
医
療
を
供
給
す
る
中
心

的
な
エ
リ
ア
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
医
療
施
設
数
・
医
療
人
材

数
に
お
い
て
は
、
人
口
10
万
人
あ
た

り
の
全
国
平
均
を
上
回
る
規
模
を
有

し
、
加
え
て
大
規
模
な
病
院
と
地
域

の
開
業
医
が
連
携
す
る
な
ど
、
日
々

充
実
す
る
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
鳥
取
県
は
、
産
婦
人
科
・

産
科
医
師
数
が
人
口
10
万
人
あ
た
り

61
・
２
人
（
※
１
）
で
あ
り
、
都
道

府
県
の
中
で
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
米
子
市
は
、
産
婦
人
科
系

診
療
所
数
が
人
口
10
万
人
あ
た
り

５
・
36
か
所
で
あ
り
、
全
国
平
均

の
約
１
・
38
倍
と
突
出
し
て
い
ま

す
。
同
様
に
鳥
取
県
は
小
児
科
医
師

数
に
お
い
て
、
人
口
10
万
人
あ
た
り

１
７
４
・
０
人
（
※
１
）
と
都
道
府

県
の
中
で
最
も
多
く
、
米
子
市
は
小

児
科
系
診
療
所
数
に
お
い
て
、
人
口

10
万
人
あ
た
り
32
・
15
か
所
で
あ
り
、

全
国
平
均
の
約
１
・
８
倍
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
医
療
施

設
・
医
療
人
材
が
提
供
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

　

介
護
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
種
類
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・

施
設
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
状
況
が
実
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
在
宅
医
療
に
お
い

て
は
、〝
か
か
り
つ
け
医
〞
を
持
た

な
い
大
規
模
病
院
な
ど
か
ら
の
退
院

者
を
支
援
す
る
た
め
、
鳥
取
県
西
部

医
師
会
在
宅
主
治
医
・
連
携
医
調
整

室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
病
診
連
携

の
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
米
子
市
は
、
施
設
・

人
材
数
が
充
実
し
た
医
療
・
介
護
環

境
の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
皆
さ
ん
が
「
安
心
」
し
て
生

活
で
き
る
基
盤
を
持
っ
た
医
療
充
実

都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
１
回　

ご
存
じ
で
す
か
？

米
子
の
医
療
・
介
護
環
境

次回（９月予定）
は米子市内にある
大規模な病院と地
域の開業医の間で
の病診連携の仕組
みや、４つの病院
の特色について紹
介します。

　米子市は、市民の皆さんのご協力とご理解をいただきながら、力を合わせて「住んで楽しいまちづくり」
をめざしています。
　皆さんが「住んで楽しい」と感じる背景には、さまざまな「モノ・コト」として「安心」が欠かせません。
この「安心」の中でも、「健康の安心」にスポットを当て、「医療」というキーワードを軸に隔月連載で、「医
療環境が充実していること」、「先進的な取組みの推進事例」などをテーマごとに紹介し、皆さんに「安心」
や「ワクワク感」を感じていただければと思います。
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出
典
：
厚
生
労
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平
成
28
年
医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
調
査
結
果
の
概
況
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出典：日本医師会地域医療情報システム
　　　（2017年10月現在）

歯科医師・薬剤師数
（人口10万人あたりの職員数）
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薬剤師
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出典：日本医師会地域医療情報システム
　　　（2017年10月現在）

出典：日本医師会地域医療情報システム
　　　（2017年10月現在）

出典：日本医師会地域医療情報システム
　　　（2017年10月現在）

出典：日本医師会地域医療情報システム
　　　（2017年10月現在）

※
介
護
施
設
…

訪
問
型
介
護
施
設
、
通
所
型
介
護
施
設
、
入

所
型
介
護
施
設
、
特
定
施
設
、
居
宅
介
護
施

設
事
業
所
、
福
祉
用
具
事
業
所
を
含
む

出典：日本医師会地域医療情報システム
（医師：2017年10月、（参考）看護師：2014年７月現在）



■
募
集
対
象
と
そ
の
内
容

　

募
集
対
象
は
、
米
子
市
内
に
あ

る
平
成
元
年
以
降
に
新
築
・
改
築
・

改
修
さ
れ
、
公
共
の
場
所
か
ら
見

え
る
民
間
施
設
（
公
的
組
織
お
よ

び
独
立
行
政
法
人
等
、国
の
管
理
・

監
督
下
に
あ
る
組
織
が
所
有
す
る

施
設
を
除
い
た
も
の
）と
し
ま
す
。

ま
た
、
国
、
県
お
よ
び
市
な
ど
か

ら
同
一
趣
旨
の
表
彰
を
受
け
た
も

の
は
除
き
ま
す
。

　米子市では、デザインなどが優れ、良好な都市景観の
形成に貢献していると認められる建築物・工作物・屋外
広告物ほか・緑化施設等を対象に「平成の米子市都市景
観施設賞」として表彰しており、今年度で９回目を迎え
ます。このたび次のとおり対象施設を募集します。

■
選
考
基
準

○
周
辺
環
境
に
配
慮
し
調
和
が
取

れ
て
い
る
こ
と
。

○
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
優
れ
、
周
辺

の
景
観
の
手
本
と
な
っ
て
い
る

こ
と
。

○
そ
の
他
こ
の
制
度
の
趣
旨
に
か

な
っ
て
い
る
こ
と
。　

■
募
集
期
間

　

７
月
２
日
㈪
〜
９
月
14
日
㈮

　
（
必
着
）

■
応
募

▼
応
募
者

　

ど
な
た
で
も
何
点
で
も
応
募
で

き
ま
す
が
、
応
募
用
紙
１
通
に
つ

き
１
点
限
り
と
し
ま
す
。こ
の
他
、

注
意
事
項
の
記
載
事
項
を
ご
確
認

の
う
え
、
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、建
築
相
談
課
ま
で
持
参
、

郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
電
子
メ
ー
ル

の
場
合
の
フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
は
合

計
２
メ
ガ
バ
イ
ト
ま
で
と
し
、
画

像
フ
ァ
イ
ル
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
と

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
用

紙
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
）
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▼
提
出
書
類

　

平
成
の
米
子
市
都
市
景
観
施
設

賞
応
募
用
紙
（
外
観
写
真
含
む
）

…
１
部

※
提
出
さ
れ
た
資
料
は
、
原
則
と

し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。
な
お
、

主
催
者
（
米
子
市
）
は
刊
行
物

等
へ
の
掲
示
な
ど
の
各
種
景
観

形
成
の
広
報
活
動
に
、
入
選
作

品
の
写
真
等
の
資
料
を
無
償
で

使
用
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

▼
注
意
事
項

○
所
有
者
等
の
同
意
が
得
ら
れ
な

い
施
設
に
つ
い
て
は
、
応
募
・

審
査
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

応
募
者
で
所
有
者
に
確
認
さ

れ
、
同
意
を
得
た
う
え
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

○
テ
ナ
ン
ト
物
件
に
つ
い
て
、
建

築
物
の
一
部
に
入
居
し
改
修

し
た
場
合
等
は
、
応
募
・
審
査

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
以
前
に
２
回
、
応
募
・
審
査
さ

れ
た
施
設
（
今
回
で
３
回
目
の

応
募
と
な
る
も
の
）
は
、
審
査

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
応

募
を
予
定
さ
れ
る
施
設
の
過

去
の
応
募
等
状
況
を
確
認
さ

れ
た
い
場
合
は
、
問
合
せ
先
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
審
査
方
法
、
発
表
、
表
彰

　

米
子
市
景
観
審
議
会
で
審
査

し
、
審
査
結
果
を
各
自
に
お
知
ら

せ
す
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

広
報
よ
な
ご
に
掲
載
し
公
表
し
ま

す
。

　

ま
た
、
都
市
景
観
施
設
賞
を
受

賞
し
た
建
築
物
等
の
建
築
主
（
ま

た
は
所
有
者
・
管
理
者
）、
設
計

者
お
よ
び
施
工
者
（
ま
た
は
製
作

者
）に
は
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
審
査
時
期

　

平
成
30
年
11
月
予
定

▼
発
表
・
表
彰
時
期

　

平
成
31
年
１
月
予
定

※
応
募
さ
れ
た
各
対
象
施
設
に
つ

い
て
、「
戸
建
住
宅
規
模
程
度

の
も
の
」
と
「
そ
れ
を
超
え
る

規
模
の
も
の
」
に
分
け
て
審
査

し
、
該
当
す
る
場
合
は
そ
れ
ぞ

れ
に
対
し
受
賞
表
彰
を
行
な
う

予
定
で
す
。

■
提
出
先･

問
合
せ

〒
６
８
３
―
８
６
８
６

米
子
市
加
茂
町
一
丁
目
１
番
地

米
子
市
都
市
整
備
部
建
築
相
談
課

景
観
係

☎
23
―
５
２
９
３

23
―
５
３
９
４

Ｅ
メ
ー
ル
：

kenchikusoudan
@
city.yonago.lg.jp

都市景観施設賞の募集対象施設
対象施設 内 容

建築物 集合住宅、戸建住宅、商業施設（店舗、事務所）、工場、
流通施設などの建築物で景観上優れたもの

工作物 橋梁
りょう

、煙突、鉄塔、擁壁、石垣、街路灯などの工作物で
景観上優れたもの

屋外広告物
その他の施設

屋上・壁面・突出広告物、独立して設置されている野立
広告物などで景観上優れたもの

緑化施設 庭園、植栽などで景観上優れたもの

複合施設 上記施設の複合体で、住宅団地、商店街などで景観上優
れたもの

「平成の米子市都市景観施設賞」
対象施設を募集します



夏季の水難事故を防止しましょう
米子市水難防止協議会からのお知らせ

　暑い夏がやってきました。たくさんの人たちが海や
川へ出かけ、水遊びを楽しむ季節です。
　しかし、夏は水の事故が増える季節でもあります。
海や川などで水遊びをする場合には、次のことに注意
しましょう。
【注意すること】
●海での遊泳は、必ず海水浴場で行ないましょう。
●飲酒しての遊泳はやめましょう。
●天候不良のときは遊泳をやめましょう。
●増水した川、用水路、ため池には近づかないように、
また、子どもを遊ばせないようにしましょう。

●体の調子の悪いときには水泳をしないようにしま
しょう。

●離岸流に注意しましょう。
●おぼれている人を見たらすぐに消防などに通報する
とともに救助活動や心肺蘇生法などの応急手当をし
ましょう。通報するときは落ち着いて場所、性別、
年齢などを伝えましょう。

※皆生海岸には場所を特定するための番号表示板を設
置しています。

◆緊急連絡先
　消防…119番　海上保安部…118番　警察…110番
【保護者の皆さまへ】
●子どもだけでの水遊びをさせないようにしましょう。
●水遊びに付き添うときは、子どもから目を離さない
ようにしましょう。

●休憩時間は十分にとらせましょう。
■問合せ　米子市水難防止協議会事務局
　　　　　（☎２３－５３３９、 ２３－５３８７）

高額介護サービス費申請のご案内
　介護保険サービスを利用したときの１か月の利用者
負担（介護サービス費用の１割もしくは２割）が次の表
の上限額を超えたとき（同じ世帯内に複数の利用者が
いる場合には世帯で合算して上限額を超えたとき）は、
長寿社会課に申請されますと超えた分を「高額介護サー
ビス費」として後日お返しします。（過去の利用分も２
年間さかのぼって申請することができます。）
　なお、施設利用の際の部屋代、食事代等は対象外で
すのでご注意ください。

利用者負担段階区分 個人上限額 世帯上限額
世帯内に課税所得145万円以上の
65歳以上の方がいる場合（現役
並み所得者）

― 44,400円

住民税課税世帯の方（一般）※ ― 44,400円

住民税
非課税
世 帯

ア　合計所得金額及び公
的年金等収入額の合計が
80万円を超える方

― 24,600円

イ　合計所得金額及び公
的年金等収入額の合計が
80万円以下の方等

15,000円 24,600円

生活保護受給者の方等 15,000円 15,000円

※「一般」区分の世帯のうち、同じ世帯の全ての65歳以上
の方（サービスを利用していない方を含む。）の利用者
負担割合が１割の世帯は、年間446,400円の上限が設け
られます。（平成29年８月から３年間の時限措置）

■申請に必要なもの
○介護サービス費を支払われた際の領収書　○認印
○高額介護サービス費を市から振り込む際の振込先の
預金通帳
■申請、問合せ　長寿社会課
　　　　　　　　（☎２３－５１５６、 ２３－５０１２）

加
茂
小
学
校
の

「
米
子
の
魅
力
」
学
習
に
参
加
し
ま
し
た

熱心に講演を聞いている児童たち

メモを取りたくさんの質問をする児童たち

　

加
茂
小
学
校
の
５
月
31
日

の
総
合
的
な
学
習
の
授
業
に
、

「
ず
っ
と
住
み
た
い
町　

米
子
」

と
題
し
た
講
演
で
米
子
市
の
職

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
総
合
政
策
部
次
長
の

八
幡
さ
ん
。
ふ
る
さ
と
教
育
を

推
進
し
、
地
域
に
対
す
る
価
値

の
再
発
見
や
愛
着
醸
成
に
繋
げ

る
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」
の

取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
米
子

市
の
文
化
や
伝
統
、
日
本
一
に

も
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。

　

児
童
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

く
れ
、
時
間
切
れ
で
答
え
き
れ

な
い
ほ
ど
多
く
の
質
問
を
も
ら

う
な
ど
、
大
変
意
欲
的
な
様
子

で
し
た
。

　

今
回
の
授
業
を
通
じ
て
、
一

人
で
も
多
く
の
児
童
が
「
こ
れ

か
ら
も
米
子
に
住
み
続
け
た
い

な
」
と
思
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
！

問
合
せ　

総
合
政
策
課
（
☎
23

―
５
３
６
９
）

加茂小学校
校長　村中さん

子ども達が大き
くなって別の土
地に行っても、
「自分は米子の出
身だ」と誇って
くれるような授
業を行なってい
きたいです。



７月10日から８月９日は
部落解放月間です

　部落解放月間は、鳥取県が昭和45（1970）年に制定
しました。
　私たちは、生まれながらにして誰もが幸せに生きる
権利を持っています。人が人を差別し、幸せになる権
利を奪うことは決して許されることではありません。
　期間中、鳥取県内の自治体では、同和問題の早期解
決を図るため、同和問題を正しく理解していただくよ
う、さまざまな啓発活動を行ないます。
　期間中、米子市では、隣保館での人権講座を開催す
るほか、街頭啓発を実施します。また、次のとおりパ
ネル展を開催しますので、お気軽にお出かけください。
○同和問題に関するパネル展
日程：７月10日（火）～24日（火）（土・日・祝日を除く）
会場：米子市人権情報センター
時間：午前８時30分～午後６時
鳥取県では人権・同和問題講演会を開催します
■と き　７月26日（木）午後１時30分～３時30分
■会 場　倉吉未来中心　セミナールーム３
■テーマ
　「とっとりから始める人権と福祉のまちづくり」
　～地域共生社会をめざして～
■講演１　全国隣保館連絡協議会　会長　川﨑正明さん
■講演２　鳥取県隣保館連絡協議会　会長　川口寿弘さん
■問合せ
　鳥取県人権・同和対策課（☎０８５７－２６－７０７３）
　米子市人権政策課（☎２３－５４１５、 ３７－３１８４）

公の施設の指定管理者を募集します
　平成31年４月から次の公の施設の管理を民間事業者
等に行なっていただくため、地方自治法に基づく指定
管理者を募集します。市は、応募があった民間事業者
等のうちから指定管理者の候補者を選定し、指定管理
者候補者選定委員会の審議、市議会の議決を経て指定
管理者に指定します。くわしくは、公募の日以降に米
子市ホームページまたは施設の担当課で配布している
募集要項でご確認ください。
■募集する施設
施設の名称 指定の期間 担当課
米子市弓浜
コミュニ
ティー広場

平成31年４月
１日～平成36
年３月31日
（５年間）

地域振興課（☎２３－５３７３、
２３－５５６８、Ｅメール：

chiikishinkou@city.yonago.
lg.jp）

■公募の日　７月２日（月）
■募集期間　７月９日（月）～８月17日（金）
■応募することができる方　法人その他の団体（個人
は、応募することができません。）
■問合せ　 ▼施設の概要や指定管理者の募集要項につ
いてのお問い合わせは、施設の担当課まで。

▼指定管理者制度についての一般的なお問い合わせは、
総務管財課（☎２３－５３２３、 ２３－５３９０、Ｅ
メール：somu@city.yonago.lg.jp）まで。

中海・宍道湖・大山圏域市長会
通信　vol.5

　平成30年度においては、地方創生をさらに加速する
ため、『３本の柱』を軸に、圏域が一体となり全国、そ
して世界を相手にダイナミックな取組みをすすめます。 

『３本の柱』てなぁ～に？

『３本の柱』とは市長会で中心となる
３つの取組みです。
① 力強い圏域産業の国内外への発信
② 中海・宍道湖・大山圏域インバウ
ンド機構（圏域DMO）の本格稼働

③ 圏域のさらなる連携と協働の実現
に力を入れて取り組みます。

例えば、どんなことをするの？

今年度は、次のような事業を実施しま
す。
① 産学・医工連携事業の推進強化
② インバウンドの推進と外国人観光
客受入環境整備

③ 圏域の一体感の醸成

■問合せ　中海・宍道湖・大山圏域市長会事務局
（☎０８５２－５５－５０５６、 ０８５２－５５－５０５８、
Ｅメール：dandan-summit@nakaumi.jp ）

夏の交通安全県民運動が始まります！
～つくろうよ　事故なし　笑顔の鳥取県～

◆期間　７月11日（水）から20日（金）までの10日間
◆運動の重点
①高齢者と子どもの交通事故防止
②全ての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用
の徹底

③自転車の安全利用の推進
④飲酒運転の根絶

夏は、行楽や帰省などによる交通量の増加、子どもの
野外活動の活発化、また、開放感や暑さからの疲労な
どによる漫然運転での交通事故の多発が懸念されます。
◎悲惨な交通事故を減らすためには…
①交通ルールを守り、正しい交通マナーの実践を習
慣づけましょう。

②シートベルト・チャイルドシートの正しい着用など、
自分の身は自分で守ることを常に意識しましょう。

　運動期間中は、交通安全の関係者が市内各所で運動
を展開します。皆さん、今一度、交通安全について考
えてみましょう！！
■問合せ　生活年金課
　　　　　（☎２３－５３７６、 ２３－５３９１）



星空コンサート
　家族で楽しめる夏のイベントとして音楽と語りを交
えたコンサートを開催します。コンサート終了後、天
気がよければ天体観測会も行ないます。音楽と語りと
星空の３つが同時に楽しめるイベントです。
■と き　７月 21日（土）午後７時開演
　　　　　（午後６時30分開場、８時30分終了予定）
■ところ　米子市淀江文化センター　さなめホール
■内 容
◎クラシックコンサート 
チェロ：須

す す き

々木竜
たつ の り

紀　ピアノ：渡
わた な べ

邉芳
よ し え

恵
うた：合唱団優

ゆ う き

喜 
◎星空解説「夏の星たち」 
　解説者：笹

さ さ お

尾庸
よう こ う

嵩（米子市児童文化センター指導員）
◎音の絵本「双子の星」（作：宮沢賢治 曲：新

にい く ら

倉健
けん

）
朗読と音楽で、物語の世界を膨らませます。 
出演者
朗読：増

ます た に

谷京
きょ う こ

子　演奏：須々木竜紀・渡邉芳恵
うた：合唱団優喜 

◎天体観測会　講師：よなご星の会 
　コンサート終了後、希望者は天体観測会に参加可能 
■定 員　588人 
■入場料　一般前売500円、　高校生以下前売300円、

親子ペア前売700円、未就学児は膝上鑑賞
無料、当日各100円増し　 

■問合せ　米子市淀江文化センター（☎３９－４０５０）

ビッグシップ ナイトクルージング 
 ～神秘！！癒しのコンサート～ 

　米子市在住でヴォーカリストの
瑞
みずえ

さんと出雲市出身でチェロ奏者
の玉串直美さん、山陰を中心に活動
されているピアニストの前田麻紀
さんをお迎えします。クラシックと
ポップスの境界線上のクラシカルク
ロスオーバーの歌声とチェロの織り
なす神秘の世界で、皆さんを心地よ
い癒しへといざないます。どうぞお楽しみに。 
　あわせて開催するアートギャラリーでは、「風景と植
物で見る大山の四季の変化」と題し、祝原幸治さんの
写真展示を行ないます。大山の雄大な自然と、大山の
名を冠する可憐な植物の写真をぜひご覧ください。
■と き　７月５日（木）開演：午後７時
　　　　　　　　　　　（開場：午後６時15分） 
■ところ　米子コンベンションセンター
　　　　　多目的ホール ホワイエ 
■出演者　瑞

みずえ

（Vocal）、玉串直美（チェロ）、
　　　　　前田麻紀（ピアノ） 
■料 金　700円（１ドリンク＆フード付） ※ 250席
限定（完売の際には当日券はありません。） 
■問合せ　米子コンベンションセンター　ビッグシッ
プ　ナイトクルージング係（☎３５－８１１１、
３９－０７００）

「淀江の魅力」をおさめた写真を
募集します

 “水と緑と史跡のまち 
よどえ”の魅力を再発
見し発信していくため、
「淀江の魅力再発見！
フォトコンテスト」を
開催します。写真を見
た人が淀江町地域を訪
れてみたくなる、そん
な１枚をお待ちしてい
ます。
■募集期間　平成31年１月18日（金）まで ※消印有効
■応募規定　カラーまたは白黒プリントで、サイズは
Ｂ４サイズ（４切ワイド含む）まで。未発表の作品で、
縦横不問、自宅でのプリントも可。１人５点まで。

■応募方法　作品に応募票を添付のうえ、ご応募くだ
さい。（応募票は、チラシ裏面に印刷してあるほか、
米子市ホームページからもダウンロードできます。）
■審査・公表　最優秀賞、優秀賞を決定します。また
応募者全員に参加賞を贈呈します。応募作品は米子
市淀江文化センターなどで展示します。

■その他　くわしくは市役所などに設置のチラシまた
は米子市ホームページをご確認ください。

■問合せ　淀江振興本部淀江振興課（☎５６－３１６４）

平成30年度米子市文化ホール市民交流事業
米子市文化ホールの舞台裏を
のぞいてみよう！参加者募集

　夏休みに、小学生を対象とした、米子市文化ホール
の舞台裏体験を実施します。舞台、照明、音響の仕事
を実際に体験しながら、それぞれの役割や、仕組みを
学んでみませんか？
■と き　８月８日（水）
　Ａ：小学１～３年生コース（午前９時～正午）
　Ｂ：小学４～６年生コース（午後１時30分～４時30分）
■ところ　米子市文化ホール
■対 象　小学生（各コース 18人）　　
■参加費　無料
■申込方法　往復はがきに必要事項を次のとおり記入
のうえ、米子市文化ホールにお送りください。

【往信・おもて】〒６８３－００４３　米子市末広町
２９３番地　米子市文化ホール

【往信・うら】①参加コース、②参加者名（ふりがな）、
③学年、④小学校名、⑤住所、⑥電話番号（緊急連絡先）

【返信・おもて】参加者の住所、名前
【返信・うら】※何も記入しないでください
■申込締切日　７月13日（金）必着
　　　　　　　※応募者多数の場合は抽選
■申込・問合せ　米子市文化ホール
　　　　　　　　（☎３５－４１７１、 ３５－４１７５）



米子城跡の危険木を伐採します
　米子市では、国指定史跡である米子城跡の保存・整
備に取り組んでいます。
　その一環として、雪害や大雨など災害による倒木、
斜面の崩落や石垣を傷める原因となっている危険木の
伐採を順次行なっています。
　今回は、本丸（番所跡）付近から二の丸（テニスコー
ト）付近までの伐採を予定しています。工事期間中は、
通行の安全に支障を及ぼすおそれのある期間のみ、テ
ニスコートおよび駐車場の使用、周辺通路の一部を通
行規制します。（近接する迂

う

回路をご案内します。）
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願い
いたします。
■工事期間　12月28日（金）まで（予定）
■問合せ　文化振興課
　　　　　（☎２３－５４３６、 ２３－５４１４）

夜も楽しめる　大山山麓地域
　大山山麓地域は、
昼だけでなく夜なら
ではの魅力もいっぱ
いです。
　今回は「夜」を楽
しむイベントを紹介
します。

＜イベントの一部を紹介＞
◎大山「星」のフェスティバル
　星空観察の絶景スポットが数多くある大山山麓地域。
星空観察や星にまつわるトークショー、移動式プラネ
タリウムによる映像上映など、星の魅力を満喫します。

開催日 場所

７月14日（土）ふるさと交流センター、母塚山展望駐車場（南部町）
７月21日（土）桝水高原（伯耆町）
８月25日（土）休暇村奥大山（江府町）
９月15日（土）むきばんだ史跡公園（大山町）
10月20日（土）米子市児童文化センター（米子市）

◎水木しげるロードリニューアル
　オープニングイベント

■と き　７月14日（土）
■ところ　水木しげるロード（境港市）
　７月にリニューアルを遂げる「水木しげるロード」
では、新たにロード全体に夜間照明が配置され、全
177体となる妖怪ブロンズ像のライトアップや妖怪の
影絵演出など、夜もにぎわいを楽しむことができます。
オープニングイベントでは、妖怪の世界を満喫できる
イベントが多数開催されます。
◎「福

ふ く ま き

万来ホタル乃国」プロジェクト（ホタル観賞）
■と き　６月30日（土）～７月16日（月・祝）
■ところ　福万来地区（日南町）
　日南町福万来地区は、ヒメボタルとゲンジボタルの
幻想的な共演を見ることのできる希少な鑑賞地です。
◎米子城跡ライトアップ
　ライトアップにより、夜空に浮かぶ黄金色の米子城
跡を堪能できます。
■と き　７月27日（金）～８月19日（日）
■ところ　米子城跡（米子市）
＜７月実施の大山開山1300年祭関連イベント＞

月日 イベント名 会場
7/15（日） 第38回全日本トライ

アスロン皆生大会 大山山麓エリア

7/28（土）・29（日）第45回米子がいな祭 JR米子駅前ほか

7/29（日）
～ 8/26（日）

特別展示「大山山麓
の至宝」～大山ゆか
りの刀を中心に～

米子市美術館

※このほかにも期間中はたくさんのイベントが行なわ
れます。公式ホームページやフェイスブックにて随
時お知らせします。
■問合せ　伯耆国「大山開山1300年祭」実行委員会
　　　　　（☎３１－９３７１）

夏休み下水道イベント

「下水道のしくみを学ぼう」
“下水道施設見学会＆あんどん作り”

　下水道の役割と再生可能エネルギーについて学ぶた
めに、下水道処理施設の見学と牛乳パックを再利用し
太陽光で点灯する「あんどん」つくり教室を実施します。
■と き　第１回：７月31日（火）、第２回：８月５日（日）、
　　　　　第３回：８月22日（水）の各日午前９時～正午
■ところ　下水道内浜処理場および
　　　　　とっとり自然環境館（バスで移動）
■対 象　市内在住の小学校４年生から６年生
　　　　　（保護者同伴可）
■定 員　各回20人
■参加費　参加費は無料ですが、1000ml の牛乳パッ
ク（洗って、そのままの形のもの）を１個ご持参く
ださい。

■集合場所　市役所正面玄関に午前８時45分集合
■申込方法　電話、ＦＡＸまたは電子メールで参加者
全員の住所、氏名、学年、緊急時連絡先、参加希望
日をお知らせください。

■申込締切　第１回：７月23日（月）、第２回：７月27
日（金）、第３回：８月13日（月）ただし先着順で定員
に達した場合は締め切ります。

■申込・問合せ　下水道営業課（☎３４－１３８７、
３４－７５１５、Ｅメール：gesuidoeigyou@city.
yonago.lg.jp）

お知らせ　第76回よなご88探宝会　
講演会　「大山の自然と歴史」
とき：７月15日（日）午後１時30分。ところ：米子
市立図書館。講師：大山町教育長　鷲見寛幸さん、
郷土史家　大原俊二さん。資料代：300円。事前申
込不要。問合せ：「よなごの宝88選実行委員会事務局」
（文化振興課内、☎２３－５４３６、 ２３－５４１４）



　今年は、大山開山1300年を
迎えさまざまな関連イベントが
各地で行なわれています。本市
美術館でも、特別共催展として
「大山山麓の至宝～『大山』ゆか
りの刀を中心に～」を、７月29
日から開催予定です。
　さて、米子の夏といえば「全
日本トライアスロン皆生大会」

や「米子がいな祭」などがおなじみですが、今回ご紹
介する野外彫刻は、日本トライアスロン発祥の地を記
念し1985年に制作され、皆生の海岸遊歩道沿いに設置
されている「夏　トライアスロン」です。
　本作には、国内のトライアスロン競技が、いつまで
も安全で発展するよう願いが込められています。
　過酷な競技に挑む選手の姿をそのまま表現するので
はなく、見上げるほどに高い台座の上で、天に向かっ
て右手を指先までピンと伸ばし、体全体を大きくそら
したダイナミックな女性の姿により、勝利の栄冠を掴

むため全身全霊の力を駆使し挑戦する競技の本質その
ものを象徴的に表現しています。
　作者の石田　明（1931～2016）は米子市生まれ、
米子東高二期卒業生で東京藝術大学では彫刻を菊地一
雄らに学び、鳥取県立博物館に作品が３点収蔵、県西部
を中心に、手がけた野外彫刻が数多く設置されていま
す。米子市役所前の《地の詩’88》や伯耆町溝口の日野
川に架かる鬼守橋の親柱に設置されている鬼の群像10
点をご存じの方も多いのではないでしょうか。

【米子市美術館副館長兼統括学芸員　今　香】

第２回　≪石
い し だ

田　明
め い

　作　「夏　トライアスロン」≫

お知らせ　米子彫刻ロード清掃を実施します
米子彫刻ネットワーク・米子市の主催で３月～11月
（奇数月第４日曜日）に米子彫刻ロードなどの清掃を行
なっています。７月期は次のとおり実施します。とき：
７月22日（日）午前８時集合（約１時間程度）。集合場
所：米子市美術館正面玄関。清掃場所：美術館・図書
館周辺の彫刻周り。事前申込不要（少雨決行）。問合
せ：文化振興課（米子市東町 161-2　☎ 23-5436　
23-5414）

　毎年好評の米子城跡ライトアップを、今年はがいな
祭や「山の日」記念全国大会 in 鳥取などに合わせて夏
にも行ないます。
■期 間　７月27日（金）～８月19日（日）
■時 間　日没から午後10時まで
■ご案内　７月27日（金）、28日（土）、８月３日（金）、
４日（土）、10日（金）～16日（木）は湊山球場のス
タンドから二の丸石垣などをご覧いただけます。（グ
ラウンド内に入ることはできません。）
※お車でお越しの方は湊山球場正面入口（バックネッ
ト裏側）の無料駐車スペース、または、市役所有料
駐車場（６時間の無料処理をしますので、湊山球場
スタンドへ駐車券をお持ちください。）をご利用く
ださい。

■問合せ　文化振興課
　　　　　（☎２３－５４３８、 ２３－５４１４）

　夏のライトアップを目前にした米子城跡天守石垣等
の除草・草刈りを行ないます。あなたの手で米子城跡
をさらに輝かせてみませんか。
■と き　７月21日（土）午前８時～11時　　
■集合場所　湊山公園艇庫側の城山登山道入口
　　　　　　午前７時50分までに集合してください。
■その他　少雨決行。軽作業ができる服装でお越しく

ださい。各自、軍手、草刈鎌など道具をご
持参ください。飲み物などは各自ご用意く
ださい。

■主 催　NPO法人夢蔵プロジェクト
　　　　　鳥取県建築士会西部支部・米子市・
　　　　　米子市教育委員会
■問合せ　文化振興課
　　　　　（☎２３－５４３８、 ２３－５４１４）

米子城跡

湊山球場

至　安来市

至　米子駅
鳥取大学医学部附属病院

米子簡易裁判所米子市役所

JR境線

国道９号

山陰歴史館

米子髙島屋

米子城ライトアップみどころマップ

山陰歴史館前から

湊山球場スタンドから 裁判所前から

JR境線跨線橋から



同じ中学校に通う同級生、戸山ミナちゃんと平山ジローくんが米子の歴史や文化（カルチャー）のことにく
わしいかるちゃんといっしょに米子城の魅力や謎に迫ります。前回に続いて、平成29年度に行なわれた米子
城の発掘調査の成果について、調査を担当したハマノ学芸員を交えて学びます。
ハマノさん：皆さん、発掘調査では出土遺物が重要だということはご存じで

すか。今回の竪
たて ぼ り

堀の調査でも、本丸に近いところから瓦や陶磁
器などの江戸時代の遺物が出土しています。これらは、本丸な
どから落とされたりしてここに溜まったものだと考えられます。

ジローくん：壊された建物の一部とか、当時の人が使っていた食器なのかな。
ハマノさん：そのとおり。そしてその中に、月山富田城（安来市）や岡山城

（岡山市）から出土している瓦と同じ文様を持つ軒
のきひらかわら

平瓦が混じっ
ていたんです。小槌の左右に宝珠を配した中心飾りの左右に唐
草文が描かれたものです。

ミナちゃん：現地説明会で見せていただいた瓦のことですね？
ハマノさん：そうです。同様のものが月山富田城でも出土していることか

ら、吉
きっ か わ ひ ろ い え

川広家の時代の瓦と考えられています。この文様の瓦
は、米子では過去に飯

いいのやま

山では採取されたことがあって、これ
は米子市立山陰歴史館に展示してあるのですが、本丸のある
湊山での出土は今回が初めてです。

かるちゃん：吉川広家は飯山に米子城を築いていたとも言われているよね。
ハマノさん：そういう説もありますが、今回の瓦の出土状況からわかるの

は、吉川広家の時代に、湊山山頂の本丸に瓦葺建物があっ
たということです。築城初期の米子城の姿を考えるうえで、
非常に重要な資料になりますね。また同時に、月山富田城・
米子城主の吉川広家と、岡山城主の宇喜多秀家が同系統の
瓦
かわらこうじん

工人集団を抱えていたことを物語ってもいるわけです。
かるちゃん：吉川広家は宇喜多秀家のお姉さんの容光院を奥さんにしてお

り、２人は縁戚関係にあるから、その可能性も高いよね。
ジローくん：なるほど、調査を進めていくといろんなことがわかってくるね。
ハマノさん：米子城の謎を解明するのが発掘調査です。新たな発見は史跡

としての価値を高め、米子城跡の適切な保存・整備の活用の
ためにも継続的な発掘調査が必要です。今後の調査に期待してくださいね。

かるちゃん：米子城　魅せる！プロジェクトも７月21日（土）に天守石垣の除草米子城天
て ん し ゅ の お お そ う じ

守之大掃除があるし、
27日（金）から８月19月（日）までライトアップ2018夏の陣も行なわれるね。みんなで石垣をき
れいに変身させて、夜空に浮かぶ幻想的な米子城を楽しもう！

ミナちゃん、ジローくん：ハマノさん、今日はありがとうございました！これからも頑張ってください。私たちは、
まずは天守之大掃除に参加して石垣の草刈りを頑張ります！

ハマノさん：ありがとうございます。皆さん暑い時期なのでくれぐれも熱中症には気をつけてくださいね。
米子城　魅せる！プロジェクトの夏も始まります！皆さんイベント情報を要チェックです。
次回もお楽しみに！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（米子市文化振興課）

吉
川
元
春

宇
喜
多
直
家

広
家
（
元
春
の
三
男
）

【
月
山
富
田
城
・
米
子
城
主
】

【
岡
山
城
主
】

秀
家

容
光
院
（
秀
家
の
姉
・
豊
臣
秀
吉
の
養
女
・

広
家
の
正
室
）



≪太刀　銘　安綱≫平安時代
大神山神社蔵、米子市美術館寄託／米子市指定有形文化財

然
とうぜん

《朝比奈三郎 曾我五郎の草
くさずり

摺を曳
ひ

く図》
1860年
貴布禰神社蔵／米子市指定有形文化財

　鳥取県西部では古くから、大山山麓で産出する砂鉄を使用し、かんな
流しとたたら製鉄で鋼を生産していました。こうした背景のもと、平安
時代には、反りのある日本刀では日本最古級の名匠として知られる刀工・
伯耆安綱を輩出しました。大山を中心に古代から現代へ連綿と続くこう
した地域の歴史や文化の一端をひもといていくことによって、あらため
て大山がもたらす恵みを知り、地域のよさを見直します。
※観覧料などくわしくは24ページ「７月の催し」をご確認ください。

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て　

も
し
自
分
の
家
族
が
、
友
人
が
拉
致
さ
れ
た
ら
、
と
て
も
つ
ら
い
。
拉
致
さ
れ
た
方
々
を
絶
対
に
取
り
戻
し
た
い
と
思
う
。<

県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋>

問合せ　米子市美術館　☎３４－２４２４、 ３３－０６７９

犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を

め
ざ
し
て

　

〜
立
ち
直
り
を
地
域
で
支
え
る
〜

　

罪
を
つ
ぐ
な
い
、
刑
務
所
等
を
出
所
し
た

人
の
多
く
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
立
ち
直

る
た
め
に
懸
命
の
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す

が
、
犯
罪
や
非
行
の
前
歴
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
居
住
や
就
労
と
い
っ
た
生
活
に
不
可
欠

な
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
、
厳
し
い
現
実
が

あ
り
ま
す
。
十
分
な
生
活
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
ず
に
、
再
び
刑
務
所
等
に
戻
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
・
安
心
な
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
再
犯
者
を
減
ら
す

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

国
は
、
犯
罪
や
非
行
か
ら
の
立
ち
直
り
を

助
け
、
再
犯
を
防
ぐ
た
め
の
更
生
保
護
を
推

進
し
て
い
ま
す
が
、
国
の
機
関
だ
け
で
は
十

分
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、「
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
よ

ば
れ
る
地
域
の
方
々
が
積
極
的
に
関
与
し
て

い
ま
す
。

【
保
護
司
】
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
へ
の
指

導
や
助
言
、
刑
務
所
等
を
出
所
し
た
後
の

生
活
環
境
の
調
整
、
犯
罪
予
防
活
動
等
を

無
給
で
行
な
う
非
常
勤
国
家
公
務
員

【
更
生
保
護
女
性
会
】
犯
罪
・
非
行
の
未
然

防
止
の
た
め
の
啓
発
活
動
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
支
援
、
非
行
歴
の
あ
る
少
年
の

更
生
へ
の
協
力
等
を
行
な
う
女
性
団
体

【
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
】
悩
み
を
抱
え
る
少
年
の
相
談

活
動
や
非
行
防
止
活
動
を
行
な
う
青
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

【
協
力
雇
用
主
】
刑
務
所
等
を
出
所
し
た
人

の
事
情
を
理
解
し
た
上
で
雇
用
し
、
更
生

に
協
力
す
る
民
間
事
業
主

　
「
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
一
部
を

紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
方
々
の
地

域
に
お
け
る
活
動
が
、
立
ち
直
り
を
支
え
、

安
全
・
安
心
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
立
ち
直
り
に
不
可
欠
な
居
住
や

就
労
の
環
境
が
整
い
、
地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
家
族
、
職

場
、
地
域
住
民
等
の
身
近
に
い
る
方
々
の
理

解
と
協
力
が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

〜
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〜

　

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
〜

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え

る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
の
強
調
月
間
で
す
。
こ

の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、
今

年
で
68
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
米
子
市
推

進
委
員
会
で
は
、「
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と

立
ち
直
り
の
支
援
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理

解
と
協
力
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
」
を
目
標
に

運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
強
調
月
間
期

間
中
に
は
、
街
頭
パ
レ
ー
ド
や
ポ
ス
タ
ー
・

の
ぼ
り
旗
等
に
よ
る
広
報
活
動
、
青
少
年
の

街
頭
指
導
や
野
球
大
会
な
ど
を
行
な
い
ま

す
。

　

安
全
・
安
心
な
社
会
は
す
べ
て
の
人
の
願

い
で
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
） 

（

37
―
３
１
８
４
）

伯耆国「大山開山 1300 年祭」特別企画　
米子市美術館 特別共催展Ⅱ

大山山麓の至宝
～「大山」ゆかりの刀を中心に～

会 期　７月29日（日）～８月26日（日）［水曜日休館］



さ
っ
き
の
防
災
無
線
の
内
容
は
？

緊
急
放
送
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
☎
０
１
２
０
―
３
１
０
―
４
７
５
（
サ
イ
ガ
イ
ゼ
ロ
ヨ
ナ
ゴ
）

く
ら
し
の情

報

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
証
明　

手
軽
で

便
利
で
す
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登

録
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。
早

朝
や
夜
間
に
最
寄
り
の
店
舗
で
利

用
で
き
る
ほ
か
、
手
数
料
も
窓
口

で
の
証
明
交
付
よ
り
１
通
当
た
り

１
０
０
円
お
安
く
な
っ
て
い
ま

す
。

利
用
で
き
る
時
間　

午
前
６
時
30

分
か
ら
午
後
11
時
ま
で
（
12
月
29

日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
を
除
く
。）

取
得
で
き
る
証
明
書　

住
民
票
の

写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍

証
明
書
、戸
籍
の
附
票
の
写
し（
本

籍
地
、
住
所
地
と
も
に
米
子
市
）、

所
得
（
課
税
）
証
明
書
（
本
人
分

の
み
）

※
戸
籍
証
明
書
、
戸
籍
の
附
票
の

写
し
は
、
平
日
午
前
８
時
15
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
利
用
と

な
り
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
証
明
を
ご
利
用

で
き
る
方
は
、
米
子
市
に
住
民
登

録
を
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

必
要
な
証
明
書
が
コ
ン
ビ
ニ
で

取
得
で
き
る
か
は
、
市
民
課
証
明

係
（
☎
23
―
５
１
４
４
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

し
尿
の
く
み
取
り
は
お
早
め
に

　

例
年
、
お
盆
前
は
混
雑
し
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
住
ま
い
の
区

域
の
担
当
業
者
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

ク
リ
ー
ン
推
進
課

（
☎
23
―
５
２
５
９
、

30
―

０
２
７
１
）

　

夏
休
み
期
間
の
な
か
よ
し
学
級

パ
ー
ト
職
員

　

夏
休
み
期
間
の
な
か
よ
し
学
級

パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

受
講
料　

無
料
（
一
度
受
講
さ
れ

た
方
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

〒
６
８
９
―

３
４
０
２　

米
子
市
淀
江
町
淀
江

１
１
１
０
―
１　

米
子
市
淀
江

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
56
―

５
４
６
７
、

56
―
５
４
６
７
）

　

職
業
訓
練
生

◎
９
月
入
所
生
（
離
職
者
対
象
）

募
集

訓
練
科
・
募
集
人
数

▼
産
業
技
術
科
・
15
人

▼
ビ
ル
管
理
技
術
科
・
12
人

▼
ス
マ
ー
ト
エ
コ
シ
ス
テ
ム
科
・

10
人

訓
練
期
間　

９
月
４
日
㈫
〜
平
成

31
年
２
月
28
日
㈭

募
集
期
間　

７
月
11
日
㈬
〜
８
月

８
日
㈬

入
所
資
格　

求
職
中
の
方

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等

は
自
己
負
担
）

※
見
学
会
を
７
月
20
日
、
８
月
２

日
に
、
体
験
会
を
７
月
25
日
に
開

催
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種　

な
か
よ
し
学
級
パ
ー

ト
職
員
（
高
校
卒
業
以
上
）

従
事
期
間　

７
月
23
日
〜
８
月
27

日
ま
で
の
間
の
月
曜
日
〜
金
曜
日

職
務
内
容　

夏
休
み
に
な
か
よ
し

学
級
に
勤
務
し
、
児
童
の
心
身
の

健
全
な
発
達
を
促
す
た
め
、遊
び
・

運
動
等
を
指
導
し
ま
す
。

そ
の
他　

資
格
は
特
に
必
要
と
し

ま
せ
ん
。
名
簿
登
録
し
、
必
要
に

応
じ
て
勤
務
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法　

お
近
く
の
な
か
よ
し

学
級
に
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

子
育
て
支
援
課
（
☎
23

―
５
１
７
７
、

23
―
５
１
３
７
）

　

短
期
ヨ
ガ
講
座
受
講
生

　

米
子
市
淀
江
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
短
期
ヨ
ガ
講
座
」

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

米
子
市
淀
江
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

講
座
名　

心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
、
初
め
て
の
ヨ
ガ

講
師　

三み
さ
わ澤　

明あ

さ

こ

紗
子
さ
ん

対
象
者　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
方

募
集
人
数　

８
人
程
度

申
込
期
限　

７
月
18
日
㈬
必
着

実
施
期
間　

８
月
１
日
〜
９
月
26

日
の
間
の
毎
週
水
曜
日（
全
８
回
）

の
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

参
考　

雇
用
保
険
受
給
者
で
諸
条

件
を
満
た
さ
れ
る
方
は
訓
練
最
終

日
ま
で
受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
ま

す
。
雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
方

も
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業

訓
練
受
講
給
付
金
を
受
給
し
な
が

ら
受
講
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

（
☎
33
―
３
９
１
１
、

33
―

３
９
５
９
）

問
合
せ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米

子
（
☎
27
―
５
１
１
５
、

27
―

０
９
８
０
）

　

自
衛
官
候
補
生

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
候
補
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格　

平
成
４
年
４
月
２
日

〜
平
成
13
年
４
月
１
日
の
間
に
生

ま
れ
た
方

受
付
期
間　

７
月
２
日
㈪
〜
20
日

㈮試
験
日　

７
月
28
日
㈯

問
合
せ　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）　

　

職
業
訓
練
の
受
講
生
募
集　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
求
職
者

支
援
訓
練
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

氏名

住所

米子　ネギ太

鳥取県米子市加茂町一丁目１番地

昭和　年　月　日生
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考
え
る

講
師　

環
境
学
部
准
教
授　

笠か

さ

ぎ木

哲て

つ

や也
さ
ん

問
合
せ　

公
立
鳥
取
環
境
大
学　

西
部
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

（
☎
23
―
１
３
１
１
）

　

原
子
力
防
災
講
演
会

と
き　

７
月
７
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
午
後
３
時
（
開
場
：
午
後

１
時
）

と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
４
０
１
会

議
室

テ
ー
マ
「
放
射
線
の
基
礎
や
人

体
・
環
境
へ
の
影
響
」、「
原
子
力

災
害
時
の
対
応
方
法
（
仮
題
）」

な
ど

講
師　

東
京
大
学　

工
学
系
・
情

報
理
工
学
系
等
安
全
衛
生
管
理
室

特
任
専
門
職
員　

飯い
い
づ
か塚

裕ひ
ろ
ゆ
き幸

さ
ん

対
象
者　

ど
な
た
で
も
無
料
で
参

加
で
き
ま
す
が
、
申
込
み
が
必
要

で
す
。

定
員　

１
０
０
人

そ
の
他　

定
員
と
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
当
日
空
席
が
あ
る
場

合
の
み
、
申
込
み
が
な
く
て
も
入

場
で
き
ま
す
。

主
催　

鳥
取
県
・
米
子
市
・
境
港

市申
込
・
問
合
せ　

鳥
取
県
危
機
管

理
局
原
子
力
安
全
対
策
課
（
☎

子
盆
踊
り
」
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
米
子
の
地
で
３
０
０
年
以
上

前
か
ら
踊
り
継
が
れ
て
い
る
民
俗

芸
能
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
・
と
こ
ろ

７
月
７
日
㈯　

午
前
10
時
〜
・
米

子
市
文
化
ホ
ー
ル
（
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
）

７
月
14
日
㈯　

午
前
10
時
〜
・
米

子
市
公
会
堂
（
ホ
ワ
イ
エ
）

８
月
４
日
㈯　

午
前
10
時
〜
・
米

子
市
公
会
堂
（
ホ
ワ
イ
エ
）

※
い
ず
れ
も
２
時
間
程
度

※
参
加
無
料
、
事
前
申
込
不
要

◆
米
子
盆
踊
り
の
保
存
・
継
承
に

取
り
組
む
保
存
会
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
別

途
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

文
化
振
興
課
（
☎
23
―

５
４
３
８
）

　

第
52
回 

米
子
盆
踊
り
大
会

８
月
14
日
㈫　

夜
、
公
会
堂
広
場

で
開
催
し
ま
す
。

　

公
立
鳥
取
環
境
大
学
公
開
講
座

と
き　

７
月
７
日
㈯　

午
前
10
時

30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

公
立
鳥
取
環
境
大
学 

西
部
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

テ
ー
マ　

鳥
取
の
植
物
に
つ
い
て

―
０
８
２
２　

倉
吉
市
葵
町

７
２
４
―
15　

鳥
取
県
中
部
聴

覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
８
５
８
―
27
―
２
３
５
５
、

０
８
５
８
―
27
―
２
３
６
０
）

　

地
域
の
認
知
症
予
防
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
受
講
者

　

地
域
の
人
が
中
心
に
な
っ
て
で

き
る
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

専
門
職
か
ら
や
さ
し
く
学
べ
る
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

７
月
27
日
㈮　

午
後
０
時

50
分
〜
５
時
、
28
日
㈯　

午
前
９

時
15
分
〜
午
後
５
時
10
分
（
２
日

間
連
続
講
座
）

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階

募
集
人
数　

40
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

内
容　

口
腔
ケ
ア
・
運
動
療
法
・

作
業
療
法
・
予
防
ゲ
ー
ム
・
生
活

脳
ト
レ
・
笑
い
ヨ
ガ
・
臨
床
美
術
・

リ
ト
ミ
ッ
ク
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー

ト
と
予
防
活
動
の
す
す
め
方
等

申
込
・
問
合
せ　

認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
鳥
取
県
支
部
・
認
知

症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
す
す
め

る
会
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
（
☎
37
―

６
６
１
１
）

　
「
米
子
盆
踊
り
」
講
習
会

　

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
米

訓
練
科　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
科　

募
集
人
数　

10
人

訓
練
概
要　

ア
パ
レ
ル
全
般
職
に

必
要
な
基
礎
知
識
、
リ
メ
イ
ク
・

リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
知
識
・
技
能
の

修
得
。

訓
練
期
間　

９
月
14
日
㈮
〜
平
成

31
年
３
月
13
日
㈬

訓
練
場
所　

米
子
文
化
服
装
専
門

学
校
（
米
子
市
錦
町
）

募
集
期
間　

７
月
２
日
㈪
〜
９
月

３
日
㈪

応
募
資
格

就
職
希
望
の
方

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
等
の
実
費
は
自
己
負
担
）

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

（
☎
33
―
３
９
１
１
）

問
合
せ　

鳥
取
労
働
局
職
業
安
定

部
訓
練
室　

担
当
：
田
辺
・
中
村

（
☎
０
８
５
７
―
88
―
２
７
７
７
、

０
８
５
７
―
22
―
７
７
１
７
）

　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会
【
入

門
編
】
受
講
者

　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い

人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

を
行
な
う
手
話
奉
仕
員
を
養
成
す

る
た
め
、講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
４
日
〜
平
成
31
年
３

月
７
日
（
全
21
回
）
毎
週
木
曜
日

の
午
後
６
時
45
分

と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（
米
子
市
末
広
町

２
９
４
）
ほ
か　

講
習
内
容　

厚
生
労
働
省
手
話
奉

仕
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
じ

て
実
施
し
ま
す
。

①
実
技　

②
聴
覚
障
害
者
福
祉
等

に
関
す
る
講
義

対
象　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に

く
い
人
等
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意

を
有
す
る
方
（
高
校
生
以
上
）

定
員　

40
人
※
申
込
先
着
順
で
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

受
講
料

２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
別
途
）

受
講
申
込
方
法

▼
郵
送
の
方　

手
話
奉
仕
員
養
成

講
習
会
受
講
申
込
書
に
記
入
し
、

申
込
書
記
載
の
住
所
宛
に
「
手
話

奉
仕
員
養
成
講
習
会
受
講
申
込
書

在
中
」
と
赤
字
で
記
入
の
う
え
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
方　

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信

後
、
申
込
先
へ
確
認
の
電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
メ
ー
ル
の
方　

鳥
取
県
聴
覚
障

害
者
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申
込

フ
ォ
ー
ム
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

受
講
申
込
締
切　

９
月
19
日
㈬
必

着受
講
申
込
・
問
合
せ　

〒
６
８
２

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品

　
　 

家
族
の
輪

　
み
ん
な
の
キ
モ
チ
で

　
動
き
出
す



男
女
共
同
参
画
推
進
作
品

　
　
認
め
合
う

　
男
女
が
伸
ば
す

　
可
能
性

０
８
５
７
―
26
―
７
９
７
３
、

０
８
５
７
―
26
―
８
８
０
５
、

Ｅ
メ
ー
ル
：genshiryoku-

anzen@
pref.tottori.lg.jp

）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://

w
w
w
.genshiryoku.pref.

tottori.jp/

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

（
半
日
コ
ー
ス
）

と
き　

８
月
５
日
㈰　

午
前
８
時

30
分　

米
子
市
役
所
集
合

行
き
先　

市
内
寺
め
ぐ
り
（
法
城

寺
、了
春
寺
ほ
か
行
程
約
４
キ
ロ
）

※
各
自
、
飲
み
物
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
参
加
申
込
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
23
―
５
４
２
６
、

23
―

５
４
１
４
）

　

認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族

の
つ
ど
い

　

認
知
症
に
関
す
る
こ
と
や
、
介

護
の
悩
み
を
話
す
場
で
す
。

と
き　

７
月
10
日
㈫
、
８
月
14
日

㈫　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階　

福
祉
団
体
活
動
室

※
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要

問
合
せ　

認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
鳥
取
県
支
部
（
☎
37
―
６
６
１

１
、

30
―
２
９
８
０
）

　

子
ど
も
の
た
め
の
科
学
教
室

　

小
学
生
を
対
象
に
科
学
や
も
の

づ
く
り
の
お
も
し
ろ
さ
を
体
験
で

き
る
「
子
ど
も
の
た
め
の
科
学
教

室
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

講
座
内
容
や
申
込
み
方
法
な
ど

く
わ
し
く
は
、
米
子
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.

yonago.lg.jp/23843.htm
l

）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
４
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

鳥
取
県
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
機
械
素
材
研
究
所
（
日
下

１
２
４
７
番
地
）

問
合
せ　

鳥
取
県
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
機
械
素
材
研
究
所
（
☎
37
―

１
８
１
１
、

37
―
１
８
２
３
、

Ｅ
メ
ー
ル
：tsgc-m

m
l@
pref.

tottori.lg.jp

）

　

裁
判
を
や
っ
て
み
よ
う
！

　

鳥
取
地
方
裁
判
所
・
鳥
取
家
庭

裁
判
所
で
は
、
夏
休
み
企
画
「
裁

判
を
や
っ
て
み
よ
う
！
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と
き　

７
月
31
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時
10
分

と
こ
ろ　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
子
支
部

内
容　

模
擬
裁
判
、
評
議
、
質
疑

応
答
、
法
廷
内
見
学

対
象　

小
学
校
５
年
生
お
よ
び
６

年
生
（
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。）

定
員　

13
人
（
申
込
受
付
順
）
※

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
合
せ　

鳥
取
地
方
裁
判

所
米
子
支
部
庶
務
課
（
☎
22
―

２
２
０
５
）

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
米
子
医
療
福
祉
専
門

学
校　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

錦
海
町
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
米
子
医
療

福
祉
専
門
学
校
が
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

７
月
７
日
㈯
・
22
日
㈰
・

８
月
４
日
㈯
の
い
ず
れ
も
午
後
１

時
〜
３
時　

※
各
日
程
、
学
科
別

の
体
験
授
業
の
内
容
は
異
な
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

設
置
学
科　

理
学
療
法
士
科
・
作

業
療
法
士
科
・
介
護
福
祉
士
科

内
容　

▼
学
校
説
明
・
体
験
授
業
・
施
設

見
学
・
在
校
生
と
の
交
流

▼
午
後
３
時
10
分
か
ら
は
希
望
者

の
み
、
入
試
説
明
・
学
費
・
奨
学

金
説
明
・
個
別
相
談
を
行
な
い
ま

す
。

申
込
方
法

①
お
電
話
か
ら
の
申
込
み
（
☎
35

―
３
１
８
１
）

②
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
申
込
み　

http://w
w
w
.hym

ca.jp/
yonago/

③
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
読
み
込
ん
で

か
ら
の
申
込
み

問
合
せ　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
米
子
医

療
福
祉
専
門
学
校
（
☎
35
―

３
１
８
１
）

　

夏
は
海
水
浴
に
！

皆
生
温
泉
海
水
浴
場　

開
設

　

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
が
常
駐
し
、

海
の
家
・
シ
ャ
ワ
ー
・
ト
イ
レ
も

設
置
さ
れ
た
快
適
な
海
水
浴
場
で

す
。
７
月
７
日
㈯
は
海
開
き
。
た

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
夏
は
皆
生
温
泉
海
水

浴
場
で
思
い
っ
き
り
遊
ん
で
く
だ

さ
い
。

開
設
期
間　

７
月
７
日
㈯
〜
８
月

26
日
㈰

※
危
険
防
止
の
た
め
に
監
視
員
の

指
示
に
従
い
、
楽
し
く
泳
ぎ
ま

し
ょ
う
。

※
駐
車
場
は
、
周
辺
有
料
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
路
上
駐
車

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

皆
生
温
泉
旅
館
組
合

（
☎
34
―
２
８
８
８
、

22
―

７
４
１
５
）

　

夏
休
み
創
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ

ナ
ー

　

小
、
中
学
生
お
よ
び
高
校
生
を

対
象
に
夏
休
み
創
業
チ
ャ
レ
ン
ジ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
商
品
開
発

な
ど
を
体
験
し
な
が
ら
、
ア
イ
デ

ア
を
形
に
す
る
力
を
、
楽
し
み
な

が
ら
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

体
験
型
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

と
き　
【
小
学
生
の
部
】
８
月
18

日
㈯　

午
後
１
時
〜
５
時

【
中
学
生
・
高
校
生
の
部
】
８
月

19
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
商
工
会
議
所
（
加

茂
町
２
―
２
０
４
）

申
込　

米
子
商
工
会
議
所
（
主
催

者
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.yonago.net/

）
ま
た

は
、
米
子
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

主
催
・
問
合
せ　

米
子
商
工
会
議

所 （
☎
22
―
５
１
３
１
）



男
女
共
同
参
画
推
進
作
品

　
　
支
え
あ
う

　
二
人
に
文
殊
の

　
知
恵
が
わ
く

重度心身障がい者の方の
特別医療費受給資格証を郵送します
　平成30年８月からお使いいただく、「特別医療費受
給資格証（重度心身等）」を７月中旬に郵送します。
■郵送対象となる方
　米子市が保有する公簿で、住民税の課税状況、医療
保険の加入状況、公費負担医療の受給状況、障害者手
帳の交付状況、生活保護実施状況等が確認できた方。
　なお、障害者手帳（身体、療育、精神）の更新が必
要な方については、障害者手帳の有効期限の月末まで
としています。該当される方は、障害者手帳更新後に
生活年金課で受給資格証の更新手続きをしてください。
■郵送できない方
　平成29年度の受給資格証をお持ちの方のうち、公簿
で確認できない方。
　郵送できない方には、事前にお知らせします。
■その他
　受給資格証または郵送できない旨のお知らせが７月
末までに届かない方は、生活年金課年金医療係までお
問い合わせください。
　また、所得制限のため特別医療費受給資格を喪失さ
れた方でも、平成29年中の所得状況に変動があった方
は、受給資格を再取得できる場合がありますので、ご
相談ください。
■問合せ　生活年金課（☎２３－５１２３、５１２７、
２３－５３９１、Ｅメール：seikatsunenkin@city.
yonago.lg.jp）

国民年金からのお知らせ
国民年金の免除申請を受け付けます

　国民年金保険料が納め忘れの状態で、万一、障がい
や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年
金や遺族基礎年金が受けられなくなる場合があります。
　失業等の理由により国民年金保険料を納付すること
が困難なときには、「保険料免除制度（全額または一部）」
や「納付猶予制度（50歳未満の方が対象）」の申請が
できます。申請書は窓口に備えてあります。
　平成30年度の免除等の受付は、７月２日（月）から開
始され、平成30年７月分から平成31年６月分までの期
間を対象として審査が行なわれます。
　免除等は、原則として本人、配偶者および世帯主の
前年所得を審査のうえ決定されますので、申請は毎年
必要になります（平成29年度に、全額免除または納付
猶予の決定を受けていて継続申請をされている方は除
きます）。また、平成28年12月31日以降に離職をさ
れた方については、離職票や雇用保険受給資格者証等、
離職日が確認できる公的機関の発行した証明書があれ
ば、退職特例として所得がゼロで計算されます。
　免除等を希望される方は、お早めに生活年金課年金
係（１階⑤番窓口）で申請してください。
　なお、申請には①身分証明書　②年金手帳　③印鑑
が必要です。
※平成28年７月１日から、時限措置として、「納付猶予
制度」の対象年齢が30歳未満から50歳未満の方へ拡
大されました。

国民年金保険料は口座振替がお得です
　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用いた
だけます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引
き落とされるので金融機関などに行く手間が省けるう
え、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替
納付することにより、月々50円割引される早割制度や、
現金納付よりも割引額が多い６か月前納・１年前納・２
年前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、
通帳、金融機関届出印をお持ちのうえ、ご希望の金融
機関または米子年金事務所へお申し出ください。
■問合せ　

▼生活年金課年金医療係
（☎２３－５１４２、 ２３－５３９１）

▼米子年金事務所（☎３４－６１１１【音声案内２→２】、
２２－４８４２）

公益財団法人鳥取県市町村振興協会

労働時間相談・支援コーナー
　鳥取労働局では、中小企業の皆さんの働き方改革へ
の取組みを支えるための「労働時間相談・支援コーナー」
を設置しています。
　コーナーでは、専門の「労働時間相談・支援班」が
次のようなご相談に対応します。
①時間外・休日労働協定（36協定）を含む労働時間制
度全般
②変形労働時間制などの労働時間に関する制度の導入
③長時間労働の削減に向けた取組み
④時間外労働の上限設定などに取り組む際に利用可能
な助成金
■受付時間　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　（土・日・祝日を除く）
■コーナー設置場所

▼鳥取労働基準監督署　鳥取市富安２丁目８９－４
　（☎０８５７－２４－３２１１）

▼米子労働基準監督署　米子市東町１２４－１６
　（☎０８５９－３４－２２３１）

▼倉吉労働基準監督署　倉吉市駄経寺町２－１５
　（☎０８５８－２２－６２７４）
■問合せ　鳥取労働局基準部監督課（☎０８５７－２９
－１７０３、 ０８５７－２３－２４２３）



男
女
共
同
参
画
推
進
作
品

　
　
互
換
性

　
夫
婦
間
で
も

　
円
滑
に

米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地
空家番号

構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

富 益
住 宅 富益町 57R1 201

中層耐火
４ 階 建 3DK 16,300円

～32,100円 S57

西福原
住 宅

西福原
８丁目 13R1 306

高層耐火
５ 階 建 2LDK

23,900円
～46,900円 H13

西福原
住 宅

西福原
８丁目 14R1 704

高層耐火
８ 階 建 2LDK

22,300円
～43,700円 H14

■申込受付期間　７月２日（月）～６日（金）
■申込受付場所　住宅政策課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　申込理由により添付書類が必
要となる場合があります。添付書類については住宅政
策課にご確認ください。※住宅申込書に申込者全員
のマイナンバー（個人番号）の記入が必要となります。
マイナンバーの通知書とあわせて本人確認書類（運
転免許証など）をご持参ください。

■入居選考方法
　７月10日（火）に公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　８月１日（水）
※入居手続きには、保証能力のある連帯保証人１人と
敷金として家賃３か月分が必要です。

■問合せ　住宅政策課
（☎２３－５２６３、 ２３－５３９６、Ｅメー
ル：jutakuseisaku@city.yonago.lg.jp）

いきいきこめっこレシピ①
献立名　スタミナ納豆

材料（４人分）
豚ひき肉　・・・・・・・・　140ｇ
ごま油　　・・・・・　大さじ１／２
にんにく　・・・・・・・・・　４ｇ
ひきわり納豆　・・・・・・・　80ｇ
味噌　　　・・・・・・　小さじ２
濃口しょうゆ・・　大さじ１／２強
砂糖　　　・・・・・・　小さじ１
清酒　　　・・・・・・　小さじ１
タバスコ　・・・・・・・・　少々
青ねぎ　　・・・・・・・・・　60ｇ

作り方（所要時間 約10分）
①　にんにくをみじん切りにする。（おろしたもので

もよい）
②　ねぎは小口切りにする。調味料★はあわせておく。
③　にんにくをごま油の半量で炒め、ひき肉を入れて、

さらに炒める。
④　③に納豆と調味料★を加えてよく炒める。
⑤　④にねぎを入れ、最後にごま油を入れてさっとま

ぜて火を止める。
今月のひとくち食育
　豆類や大豆製品である納豆は、ビタミン B群を多
く含み、特に疲労回復効果があるビタミン B１もたっ
ぷりで、季節の変わり目や、体も心もストレスを感じ
やすい時季にピッタリです。
　さらに、ねぎや、にんにくなど香りが強い食品に含
まれる硫化アリルは、ビタミンＢ 1の吸収を助ける
ので、組み合わせると効果が倍増します。
　子どもたちに栄養豊富な納豆を食べてもらおうと、
ピザをヒントに隠し味としてタバスコを使用したのが
ポイントです。
　鳥取県の学校給食発祥の「スタミナ納豆」は、常に
給食の人気メニューに入り、納豆が苦手でも不思議と
食べることができます。
　ぜひ、ご家庭でお試しください。
■問合せ　学校給食課（☎３３－４７５１、 ３３－
４７５７、Ｅメール：kyushoku@city.yonago.
lg.jp）

　米子市学校給食キャラクター
　　　「こめ太・こめ子」

★

年に一度は歯科健康診査を
後期高齢者医療歯科健康診査

　後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、
歯および歯肉の状態や口腔清掃状態等をチェックする
「歯科健康診査（口腔健診）」を実施します。口腔機能
の低下や肺炎等の疾病を予防するために、年に一度は
口腔健診を受けましょう。
■申込先　鳥取県後期高齢者医療広域連合
　　　　　または米子市役所保険課窓口
■受診方法　鳥取県後期高齢者医療広域連合から受診
券、問診票および受診できる歯科医院一覧が送られ
てきます。一覧から希望する歯科医院に申込みをし
て、「後期高齢者医療被保険者証」、「受診券」および
「問診票」をお持ちになり健診を受けましょう。
■健診内容　問診、噛む力や飲み込む力の確認、舌の
動きの確認、歯および歯肉の状態の確認

■健診費用　健診自体は無料ですが、その後に治療行為
が行なわれる場合には有料となりますので、医師から
十分な説明を受けたうえで治療を受けてください。
■受診期間　６月１日（金）～平成31年１月31日（木）
　※健診は、受診期間内に１回のみです。
■問合せ　鳥取県後期高齢者医療広域連合　業務課（☎
０８５８－３２－１０９５、 ０８５８－３２－１０６７、
Ｅメール：kourei@koureikouiki-tottori.jp）

こめ太 こめ子



有

料

広

告

■申込・問合せ

▼健康対策課
☎２３－５４５２～５４５４　 ２３－５４６０
Ｅメール：kentai@city.yonago.lg.jp

▼こども相談課
☎２３－５４５６　 ２３－５４６０
Eメール：kodomosoudan@city.yonago.lg.jp
錦町一丁目「ふれあいの里」３階

肺がん検診日程
（65歳以上の方は結核健康診断を含みます。）
月 日 ところ と き

７月18日
（水）
義方

義方公民館 午前８時50分～９時40分
三本松２区公民館 午前10時～10時20分
西保育園駐車場 午前10時40分～11時
あけぼの幼稚園駐車場 午前11時20分～11時40分
加茂川広場（鹿島茶店前）午後１時20分～１時50分
ラシーヌ（株式会社丸
越）駐車場 午後２時10分～２時20分

まるごう上後藤店駐車場 午後２時40分～３時20分

７月24日
（火）
宇田川
・
淀江

福井製茶前 午前９時20分～９時30分
富繁構造改善センター 午前９時40分～９時50分
宇田川分館 午前10時10分～10時30分
稲吉集落センター 午前10時50分～11時10分
料亭真名井前
米子市営無料駐車場 午前11時30分～11時50分

米子市淀江支所 午後１時20分～２時10分
淀江公民館 午後２時30分～３時30分

７月25日
（水）
市内全体

ふれあいの里 午前９時30分～10時30分

福米東

米原・恩部事務所前駐車場 午前11時30分～11時50分
勤労青少年ホーム 午後１時10分～１時40分
福米東公民館 午後２時～２時30分
天満屋第 2駐車場 午後２時50分～３時10分
米子信用金庫本店駐車場 午後３時30分～３時40分

７月26日
（木）
淀江
・

宇田川

漁村センター（漁業協
同組合淀江支所） 午前９時10分～10時

淀江公民館 午前10時20分～11時20分
淀江ゆめ温泉駐車場 午前11時40分～正午
本宮農村公園駐車場 午後１時30分～１時40分
旧朝日ゴルフクラブ
社員寮前駐車場 午後２時～２時10分

新井秀夫氏宅前旧道 午後２時30分～３時
◆対象者
胸部レントゲン検査　40歳以上の方
「たん」の検査　50歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）

が600以上の方（元喫煙者を含む）
◆自己負担金

区 分 レントゲン
検査

「たん」の検査を
受けられる方

市民税課税世帯の方 300円 左記に、900円追加
70歳以上の方
市民税非課税世帯の方 100円 左記に、300円追加

生活保護世帯の方 無料 無料
◆受診券　受診される際には、健診受診券の中にある「肺
がん検診受診券（レントゲン車専用）」を必ずご持参く
ださい。

※くわしくは、地区回覧をご確認ください。

先着順で７月２日から予約を承りますの
で、ご希望の方はお申し込みください。

会場
ふれあいの里

胃がん 乳がん
要予約（☎２３－５４５８・５４５２）

受付時間 午前８時30分～11時 午後１時30分～３時30分
７月22日（日） ● ●
７月27日（金） ●

■検診は必ず事前申込みが必要です。受診を希望され
る方は、お手もとに受診券をご用意のうえ、☎２３－
５４５８または☎２３－５４５２へご連絡ください。
■受診当日は、受診券と負担金をご持参ください。

集団検診日程のお知らせ

がん検診

胃がん検診について
■対象者：40歳以上
■注意事項
　前日の午後９時から検
査終了まで食事をとらな
いでください。水は午前
０時まで飲んでもかまい
ません。当日起床時から
検査終了まで喫煙、ガム
の摂取もご遠慮ください。

乳がん検診について
■対象者：40歳以上の女
性（平成29年度に受診さ
れた方は除きます。）
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７月から12月まで 大人のいろいろな健診を行ないます
～乳がん・子宮頸がん検診は７月から１月末まで～

種 類 対象者
（今年度中の年齢）

自己負担金

受診方法および内容70歳以上の方（※
１）・市民税非
課税世帯の方

左記以外の方

特定健診および
後期高齢者の健
診など

40歳以上の方
（国民健康保険加入者と後期高齢
者医療加入者のみ）（※２）

500円 医療機関：問診、尿検査、血圧測定、脂質、
肝機能、血糖など

大腸がん検診 40歳以上の方 200円 600円 医療機関：問診、便潜血検査

胃 が ん 検 診 40歳以上の方
1,000円 2,500円 検診車：問診、胃透視（レントゲン検査）

1,300円 4,100円 医療機関：問診、胃透視または内視鏡検
査（胃カメラ）

肺 が ん 検 診 40歳以上の方 100円 300円

検診車：問診、胸部レントゲン検査、
喀
か く

痰
た ん

検査（50歳以上で問診の結果必要な
方のみ）
※ 65歳以上の方は結核健康診断を含む。
※別記「肺がん検診日程」をご確認くだ
さい。

肝炎ウイルス
検査

40歳以上の方のうち、職場の検
診等で検査を受ける機会がない
方（過去に肝炎ウイルス検査を
受けたことのある方は除く）　

特定健診等と同時に検査した場合
医療機関：問診、採血（Ｂ型・Ｃ型肝炎ウ
イルス）

300円 1,100円
肝炎のみを検査した場合

500円 1,700円

肝炎ウイルス
検査個別勧奨
事業

今年度中に、40歳、45歳、50歳、
55歳、60歳、65歳、70歳にな
り、過去に肝炎ウイルス検査を
受けたことのない方

無料 肝炎ウイルス検査と同様

乳がん検診
平成29年度に乳がん検診を受け
ていない 40歳以上の女性 600円 2,000円 医療機関および検診車：問診、マンモグラ

フィ（乳房X線検査）
※予約が必要です。S53.4.1～S54.3.31生まれの方 無料

子宮頸がん検診 20歳以上の女性 頸部 800円 2,300円 医療機関：問診、細胞診（体部がん検診は
医師が必要と判断した方のみ）頸部・体部 1,400円 3,900円

HPV
検査

今年度末の年齢が30～44歳の
女性で子宮頸がん検診と同時に
検査を希望される方

700円 2,000円
HPV（子宮頸がんの原因とされるヒトパ
ピローマウイルス）に感染しているかど
うかを調べる検査

ふしめ歯科検診 今年度中に、40歳、50歳、60歳、
70歳になる方 200円 500円

歯科医院（鳥取県西部歯科医師会）：問診、
歯周組織検査
（対象の方で受診を希望される方はお申し
込みください。後日受診券を郵送します。）

※１…70歳以上の方　昭和24年３月31日までに生まれた方
※２…国民健康保険以外の被用者保険（協会けんぽや企業の健康保険など）加入者の特定健診はそれぞれの保険者が実施し

ます。
■生活保護世帯の方は無料です。
■ 40歳以上の国保加入者、20歳以上の女性、40・45・50・55歳のふしめ年齢の男性、60歳以上の男性、過去４年間に
米子市の受診券で受診したことがある方に「平成30年度健診受診券」を６月末にお送りしました。

　受診券がないと健診は受けられません。届いていない方で健診を希望される方はお申し込みください。
■国民健康保険・後期高齢者医療加入者で、人間ドックに変更希望の方は、各種健診を受診する前にご相談ください。
■各種がん検診については、職場などで受診する機会がない方は、米子市のがん検診をご利用ください。
◆申込・問合せ　特定健診・後期健診・人間ドックについてのお問い合わせは、保険課（☎２３－５４０７・５４０８）
　　　　　　　　がん検診・ふしめ歯科検診についてのお問い合わせは、健康対策課（☎２３－５４５８・５４５２）
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一般公開健康講座（第87回）
■と き　７月19日（木）午後２時～３時30分
■ところ　米子市文化ホール　イベントホール
■テーマ　「あれ？なにか触れる！」
■講 師　博愛病院　産婦人科　石

いし は ら

原　幸
こう い ち

一さん
骨盤臓器脱（子宮脱、膀胱瘤、直腸瘤など）は症状とし
て外陰部の腫瘤感、排尿・排便障害、性交障害、性器
出血などがあり、生活の質（QOL）を大きく妨げます。
そして誰にも相談できず一人で悩まれることが多いよう
です。ただこの病気は手術による治療で劇的にQOLを
改善することができるのです。今回は骨盤臓器脱の原因・
症状・治療などについてわかりやすくお話しします。
※入場無料、申込不要
■問合せ　（公社）鳥取県西部医師会（☎３４－６２５１）

生活習慣病公開講座
■と き　７月15日（日）午後２時～４時
　　　　　開場：午後１時30分
■ところ　米子コンベンションセンター　５階
　　　　　第６会議室
■司 会　住吉内科眼科クリニック
　　　　　医師　藤

ふじ や ま

山　克
か つ み

巳さん
■内 容　
　①午後２時～２時45分
　「生活習慣で糖尿病は防げますか？」
　山陰労災病院　医師　宮

みや も と

本　美
み か

香さん
　②午後２時45分～３時30分
　「『食歴』これまで食べてきたもの、
　　　　　これから食べるもの」
　博愛病院　管理栄養士　本

ほ ん だ

田　千
ち づ る

鶴さん
【無料検診】午後１時30分～２時
　血糖・血圧・骨量・体脂肪測定
※入場無料、申込不要
■問合せ　日本糖尿病協会　NPO法人中海エリア糖尿
病療養研究機構（☎・ ２４－１１５１）

山陰労災病院　健康講話（第244回）
■と き　７月27日（金）午後２時～３時30分
■ところ　山陰労災病院３階会議室
■テーマ　「誰でもできる誤

ご え ん

嚥性肺炎の予防」
■講 師　山陰労災病院　耳鼻咽喉科副部長
　　　　　平

たいら

　憲
けん き ち ろ う

吉郎さん
※入場無料、申込不要
■問合せ　山陰労災病院（健康講話担当）（☎３３－
８１８１【内線６７４１】、 ２２－９６５１）

肝臓病と糖尿病を知る
市民公開講座

■と き　７月22日（日）午前９時～正午
■ところ　米子コンベンションセンター　小ホール
■内 容
　①午前９時５分～９時35分
　「肝臓がんを知る」
　鳥取大学医学部附属病院　高次集中治療部
　助教　永

なが は ら

原　天
たか か ず

和さん
　②午前９時40分～ 10時10分
　「糖尿病と肝臓病の関係は？－注意すべき！脂肪肝－」
　越智内科医院　院長　越

お ち

智　寛
ひろし

さん
　③午前10時30分～11時
　「脂肪肝を知る」
　鳥取大学医学部　機能病態内科学
　助教　的

ま と の

野　智
とも み つ

光さん
　④午前11時５分～11時35分
　「糖尿病とその合併症のお話し」
　鳥取大学医学部　病態情報内科学
　助教　大

おお く ら

倉　毅
つよし

さん
※参加料無料、事前申込不要
■問合せ　鳥取大学大学院医学系研究科　遺伝子医療
学部門（☎３８－６４３５、 ３８－６４３０）

熱中症に注意しましょう！
平成29年度熱中症が原因と思われる搬送者数

（鳥取県調べ）（人）
傷病程度別 年齢区分別 計軽症 中等症 重症 死亡 乳幼児 少年 成人 高齢者

鳥取県 204 193 10 2 4 69 88 248 409
米子市 47 42 1 0 1 13 17 59 90
　近年では、熱中症になった人の約半数が、65歳以上
の高齢者と報告されています。
　年齢を重ねると、暑さやのどの渇きを感じにくくな
ることや、発汗機能が低下することにより、特に熱中
症になりやすいとされています。
　また、昨年度県内では、農作業中や運動中、屋内で
の発症事例などがありました。
「自分は大丈夫」と思わずに…のどが渇かなくても、こ
まめな水分補給をこころがける／エアコン・扇風機
をうまく使用する／外出時は日傘、帽子をつかう

「熱中症かもしれない」と思ったら…涼しい場所へ移動
し、からだを冷やす／水分補給をする／重度の場合
は、救急車を呼ぶ
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■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先

■法テラス（日本司法支援センター）無料法律相談会
離婚・借金・相続・成年後見など、法律問題全般に
ついて、弁護士が相談に応じます。要予約。米子市
在住または在勤の方で資力が一定額以下の方が対象。
（くわしくは法テラスまで。） ▼ 25日（水）午後２時～
４時。市役所本庁舎４階402会議室。１人30分、定
員４人。申込先：法テラス鳥取（☎０５０－３３８３－
５４９５（受付時間：平日午前９時～午後５時））／問
生活年金課（☎２３－５３７８、 ２３－５３９１）
■高齢者なんでも無料電話相談
高齢者の方の相続、財産管理、介護などの問題につ
いて、幅広く弁護士などが相談に応じます。 ▼毎週
月・木曜の午後１時30分～４時。☎０１２０－６５－
３９４８（通話料無料）／問高齢者支援センターとっと
り（鳥取県弁護士会内） （☎０８５７－２２－３９１２）
■よなご暮らしサポートセンター総合相談
●一般相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、
よなご暮らしサポートセンター（米子市社会福祉協
議会）職員が相談に応じます。予約不要、無料、電
話相談可。 ▼月～金曜日（祝日および年末年始の休日
は除く。）の午前９時～午後５時／ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、
費用2,000円、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日（年末
年始の休日は除く。月曜日が祝日・休日の場合はそ
の翌日）午後１時～３時／ふれあいの里１階／月～金
曜日（祝日および年末年始は除く。）の午前９時～午
後５時に、電話で予約／問よなご暮らしサポートセ
ンター（米子市社会福祉協議会内）（☎３５－３５７０）
■法律相談センター米子
法律に関する困りごと全般について、弁護士が相談
に応じます。１件30分5,000円。※ただし、多重
債務（クレジット、消費者金融など）の相談は無料。
要予約（受付：平日午前９時～午後５時） ▼毎週火曜
日の午後３時～７時／米子天満屋４階／問鳥取県弁護
士会米子支部（☎２３－５７１０）
■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。相談無料、予約不要。

▼ 10日（火）、８月10日（金）午後１時～４時／市役所第
２庁舎１階相談室／問人権政策課（☎２３－５４１５、
３７－３１８４）※鳥取地方法務局米子支局では、平日の
午前８時30分から午後５時15分まで、人権相談に応じ
ています。（専用ダイヤル☎０５７０－００３－１１０）

■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・交通事故・外国籍の方の在留（ビ
ザ）・帰化など、行政書士が無料で相談に応じます。
予約不要。 ▼ 14日（土）・８月11日（土・祝）午前10
時～午後２時／米子市立図書館１階対面朗読室／問鳥
取県行政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）
■多重債務・法律相談会
多重債務や借金に関する困りごとについて、弁護士
や司法書士などが無料で相談に応じます。１件30分、
要予約。 ▼12日（木）午後１時30分～４時／鳥取県西
部総合事務所／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相
談室（☎３４－２６４８、 ３４－２６７０）・米子市消
費生活相談室（☎３５－６５６６、 ２３－５３９１）
■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委
員が相談に応じます。予約不要。 ▼ 11日（水）、26
日（木）、８月２日（木）いずれも午後１時～４時／市
役所本庁舎４階402会議室／問生活年金課（☎２３－
５３７８、 ２３－５３９１）
■米子市消費生活相談室
買い物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クー
リング・オフなど消費生活に関する相談に応じます。

▼平日午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市
役所本庁舎１階生活年金課内）／問米子市消費生活相
談室（☎３５－６５６６）
■司法書士による「無料法律相談会」
相続・遺言、不動産の贈与・売買、不動産・商業登
記、成年後見の申立て、高齢者・障がい者の財産管
理、家賃・貸金・売掛金など140万円以下の民事紛争、
借金・多重債務問題、その他身の回りの法律問題に
ついて、司法書士が無料で相談に応じます。前日ま
でに要予約。 ▼ 27日（金）午後６時～８時／米子コ
ンベンションセンター３階第１会議室／問鳥取県司法
書士会（☎０８５７－２４－７０２４）
■全国一斉不動産表示登記無料相談会
土地の境界に関する相談、土地・建物の表示に関す
る登記（土地分筆、建物新築等）について、鳥取県
土地家屋調査士会が無料で相談に応じます。事前電
話予約優先。当日会場でも受付可。 ▼８月４日（土）
午前10時～午後４時／ふれあいの里／問鳥取県土地
家屋調査士会事務局（☎０８５７－２２－７０３８）



観覧料金　小学生～高校生50円（土
日祝は無料）、大学生・一般310円、
幼児・70歳以上・障害者手帳をお
持ちの方と付き添いの方１人は無
料。その他割引料金あり。入場の際
にお尋ねください。
マタニティプラネタリウム
９日（月）午前10時30分～11時15分、
対象：妊娠中の方とその家族・友人
（大人限定）、観覧無料、100人。
ナイトプラネタリウム
14日（土）午後７時30分～８時10
分。昼間は来られない方のための夜
間投影を行ないます。対象：大人（高
校生以上）のみ、高校生無料、大人
310円
天体観測会
「15年ぶり！火星大接近」
27日（金）午後８時30分。対象：ど
なたでも可、60人、無料。13日（金）
から電話受付中。曇雨天時は28日
（土）に順延。
おもちゃの病院
15日（日）①午前10時～、②午前
11時～、対象：幼児～中学生。各
回６組。診察料：無料（部品代のみ
実費）。修理できないおもちゃもあ
ります。※１家族１点限り。１日（日）
から電話受付。
木のおもちゃクラブもくもく
「木を使ってミニラックを作ろう」
25日（水）、８月１日（水）①午前10
時～正午、②午前11時～午後１時。

有

料

広

告

えほんとわらべうた
毎週水曜日、０～１歳半：午前10時
30分～、１歳以上：11時10分～。
おはなしのへや（共催：朗読ボラン
ティア火曜の会）
８日（日）午前11時～11時30分、
対象：幼児～大人。
おはなしひろば
21日（土）午後２時30分～３時、対象：
幼児～大人。
だくちるおはなし会
（共催：おはなしグループだくちる）
28日（土）午後２時15分～２時45分。
対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談室「ままこん」
25日（水）午前10時～正午、予約不要、
相談無料。元保育士が子育て中の保
護者の悩みの相談にのります。
プラネタリウム
☆投影開始時刻

「○」…通常投影（40分）『火星大接近』
「キッズ」…幼児向け投影（25分程
度）『マウイの釣り針』
「団体投影」も行なっています。ご
都合のよい時間に投影することも可
能です。要事前予約。

対象：小学生。各コース10人、参
加費500円。往復はがきで申し込み。
くわしくはお問い合わせください。
電子顕微鏡指導者養成講座
14日（土）①午前10時～正午、②
午後２時～４時。どちらも定員なし。
対象：大人、参加費100円。６月
30日（土）から電話受付。
ものづくり道場の手づくりのへや
「ミラクルこま」（主催：ものづくり
協力会議・ものづくり道場）
28日（土）午後１時～３時。対象：
小学生、30人、30円。14日（土）
から電話受付。
「七夕の夕べ」と天体観測会
８月３日（金）午後８時。対象：どな
たでも可。100人、１家族200円。
20日（金）から電話受付。
ものづくり道場の手作りのへや
夏休み工作教室　草木染め、ブロー
チ、傘飾り、古代時計づくり（主催：
ものづくり協力会議・ものづくり道
場）
８月４日（土）午後１時～３時。くわ
しくはチラシをご確認ください。
裏千家のお茶体験（共催：裏千家有志）
８月４日（土）①午前10時、②午後
１時～。定員：各回15人、参加費：
１人300円（２人ペア500円 ) 、21
日（土）から電話受付。
小さな石から大きな石～石を知る、
石で遊ぶ、石で運ぶ！～
８月５日（日）午前10時～正午。定
員100人、参加費無料、22日（日）
から電話受付。
■開館時間（電話受付時間）
　午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日、29日
■多目的ホールと研修室は開館日の
午後10時まで利用可。有料・要事
前申込（１週間前まで）。

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土
７
14
21
28

６
13
20
27

１
８
15
22
29

２
９
16
23
30

５
12
19
26

３
10
17
24
31

４
11
18
25

７月
の催し

11時 １時 ２時 ３時 ４時
平日 ○ ○

夏休み中の
平日 ○ キッズ ○ ○

土・日・祝 ○ キッズ ○ ○ ○



有

料

広

告

企画展
「大山周辺の石造物～石仏・石塔～」
いにしえより人々のさまざまな祈り
の対象として信仰されてきた「大山」
の山内や裾野の石造物を写真や拓本
で紹介し、その歴史を辿

たど

ります。会期：
～８月26日（日）まで。会場：第１展
示室。観覧料：一般300円※ 70歳以
上の方、大学生以下の方、障がいの
ある方（付き添い１人を含む）は無料。
民話のへや
日時：15日（日）午後１時30分～。
場所：２階いろりの間。語り：ほう
き民話の会。内容：ゆうれいのアメ
買い　他３話、民具あれこれ。
■開館時間　午前９時30分～午後
６時（入館は午後５時30分まで）
■今月の休館日　毎週火曜日
※駐車場は、米子市役所駐車場をご利
用ください。駐車券を歴史館までお持ち
いただきますと２時間無料になります。

第１回考古学教室　―土笛づくり―
古代の土笛について学びオリジナル
の土笛を作ってみませんか。とき：
29日（日）午前10時～11時30分。
会場：米子市福市考古資料館、参加
費：１人100円、定員：15人
常設展（観覧無料）　
市内の遺跡から発掘された主な出土
品を紹介しています。
体験コーナー
無料：火起こし・弓矢・拓本体験、
有料：勾

まが

玉作り体験ができます。
■開館時間　午前９時30分～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日と18日

伯耆国「大山開山1300年祭」特別
企画　特別共催展Ⅱ　大山山麓の至
宝～「大山」ゆかりの刀を中心に～
会期：７月29日（日）～８月26日（日）
まで。観覧料：一般800（600）円、
大学生400（300）円、高校生以下
無料。※（　）内は前売、10人以上
の団体、障がいのある方（付き添い
１人を含む）の料金。70歳以上の
方は当日の100円割引。その他各
種割引あり（重複利用不可）。
■開館時間　午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週水曜日

童謡をみんなでうたう会
入会受付中

▼月曜コース　（参加費1,000円／
年度、200円／体験１回）
９日（月）午前10時30分～

▼木曜コース　（参加費1,000円／
年度、200円／体験１回）
26日（木）午前10時30分～

▼チャイルドコース　（参加無料）
26日（木）午前11時30分～
■開館時間　午前9時～午後10時
■今月の休館日　毎週火曜日

ランチタイムレコード
今月のＬＰレコードは、20世紀
フォックス・オーケストラの演奏で
『ゴールデン映画音楽　愛のテーマ』
です。「ロミオとジュリエット」や「白
い恋人たち」「男と女」など全14曲
を聴いていただきます。お弁当を食

べながら、また読書をしながら日頃
とは違う時間をお楽しみください。
10日（火）午後０時15分～１時10
分、米子市淀江文化センターイベン
トホールにて開催。入場無料、パン
やコーヒーの販売もあります。
■開館時間　午前９時～午後10時
■今月の休館日　毎週水曜日

７月ロビー展　「袋物と雑貨」
出展者：風工房さん。期間：１日（日
～31日（火）
古代「蓮」コンサート
とき：22日（日）午後４時～６時。
出演者：一般の方４組を予定
「７月１日から31日は開園時間を早
め、休園日無しで開園します」
古代蓮をはじめとする蓮の花の季節
になりました。７月は蓮月間として、
毎日午前８時に時間を早めて開園し
ます。また通常は休園日としている
第２第４水曜日も開園しますので、
ぜひお出かけください。
■入園料　大人200円、小・中学
生100円
■開園時間　午前８時～午後５時
■今月の休園日　なし

「美　装い展」
身なりを整え華やかに装うことは昔
から変わらない女性のおしゃれ心で
す。髪を結い、簪

かんざし

を挿し、着飾る楽
しみ、喜びを感じていただけるよう
な、女を美しく飾る装飾品をご覧く
ださい。会期：～８月５日（日）まで。
■開館時間　午前９時～午後６時
■今月の休館日　10日、 24日



夏休みの宿題で困ったときはぜひ図書館
へ！米子について調べたい時は子ども向
け郷土資料「ふるさと米子探検隊」があ
ります。米子城・中海・大山などテーマ
別で20号まで発行しています。また自由
研究、工作、読書感想文に役立つ本もた
くさんご用意してお待ちしています。

米子市立図書館
☎２２－２６１２
２２－２６３７

開館時間　平日：午前９時～午後７時、土・日・祝日：午前10時～午後６時
今月の休館日　毎週月曜日、31日（月末資料整理）、30・31日が連休になります。

行事・催し 日にち・時間

お
は
な
し
会

木曜おはなし会
協力：ほしのぎんか、火曜の会 毎週木曜日　午前10時40分～11時30分　０歳の赤ちゃんから。

夕方おはなし会（図書館職員）10日（火）午後４時～。来られたお子さんの年齢に合わせて行ないます。
おはなしかご
協力：米子おはなしかご 21日（土）午前10時30分～11時　ストーリーテリング（語り）です。

各
種
講
座

つつじ読書会 ７日（土）午後２時～４時『饗
きょうえん

宴』プラトン：著　光文社（初めての方は要連絡）
こどものための論語教室 １日（日）午前10時30分～11時30分　（初めての方は要連絡）
楽しく漢文に学ぶ会 １日（日）午後１時30分～３時30分　（初めての方は要連絡）

いきいき長寿音読教室 11日（水）午前10時30分～11時30分。初心者の方でも大丈夫です。要予約（図書館まで）。
定員25人。次回は８月８日（水）開催（７月12日（木）から受付開始）。

鳥取サイエンス・アカデミー
（ライブ中継）

28日（土）午前10時30分～正午。「技術者の延長線上にあるもの－地域貢献・次世代への
バトン・充実感－」講師：技術部統括技術長　丹

たん

松
まつ

美由紀さん

伯耆文化研究会７月例会
14日（土）午後１時30分～３時30分（会員でない方は資料代200円が必要です。）
①「伯耆の国衆連合と毛利元就」日

ひ お き く め ざ え も ん

置粂左ヱ門さん　②「石井の要害」高橋浩樹さん

古文書研究会 28日（土）午後１時30分～３時。「多
た び の み ち く さ

比能実知久佐」を読みます。講師：中
なか

宏
こう

さん

そ
の
他
－大山開山1300年－
夏休みおやこ講演会

22日（日）午後１時30分～２時30分。「世界と比較した大山隠岐国立公園の魅力」、
講師・協力：環境省　大山隠岐国立公園管理事務所。（入場無料、参加自由）

ビ
ジ
ネ
ス
支
援（
要
予
約
）

起業・経営なんでも相談会 １日（日）午後１時～５時　中小企業診断士・日本政策金融公庫による相談会。
予約先：米子市立図書館

よなご若者サポートステー
ション出張相談

17日（火）午後１時～５時　15歳～39歳の若者の就労・社会参加に向けての相談
予約先：よなご若者サポートステーション（☎・ ２１－８７６６）

ビジネス情報相談会 20日（金）午後１時～３時　ビジネスに関するあらゆる情報の相談や経営の相談に応じます。
予約先：米子市立図書館

特許無料相談 24日（火）午後１時～４時　特許・商標・実用新案等に関する相談。予約先：米子市立図書館

そ
の
他

こころの相談会【要予約】
11日（水）午後２時～４時　悩んでいること、つらく、苦しいことなど、産業カウンセラー
に話してみませんか？会場：ボランティア室。予約先：ライフサポートセンターとっとり（☎
０１２０－８２－５８５８（平日午前９時30分～午後５時30分）、 ０８５７－３２－５４５４）

行政書士無料相談会 14日（土）午前10時～午後２時　１階対面朗読室。予約不要。
問合せ：鳥取県行政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）

【２階ギャラリー】　●　「大山開山1300年祭関連　国立公園大山展　①大山の自然保護活動写真　②大山を読む - 大山研究の資
料展示」（米子市立図書館主催、協力：鳥取県山岳＆クライミング協会）３日（火）～８月30日（木）

ぶらりらいぶらり　～夏休みは図書館へ行こう！～

夏休み企画「めざせ図書館マスター」鳥取県ジュニア司書養成講座
■と き　８月１日（水）・２日（木）午前10時～午後４時　２日間
■対 象　小学校５年～中学２年
　　　　　　※要申込、申込締切：７月10日必着　定員６人（応募多数の場合は抽選）
■申込方法　館内配布またはホームページの参加申込書に記入のうえ、カウンターへ持

参していただくか、ＦＡＸでご応募ください。

知りたい情報や参考
資料などがのってい
てわかりやすい！

調べたい事をカウ
ンターに相談する
と司書が調べ物を
お手伝いするよ！

お詫びと訂正
先月のぶらりらいぶ
らりの本の出版社名
が抜けていました。
『アンブレラ―傘の
文化史』八坂書房で
した。お詫びして訂
正します。



コクワガタ
　コクワガタは、最も普通に
みられるクワガタムシで、夏
の夜に明かりにつられて網戸
にとまっていたり、スーパー
やコンビニエンスストアの入
り口を歩いていたりするのが
よく見られます。米子水鳥公
園では、園内の樹木が大きく
なるにつれて見られる機会が
増えてきました。
　クワガタムシは基本的には
夜行性ですが、コクワガタは

昼間でも樹液に集まっていることも多いです。また、
平たい体を利用して、木の皮の裂け目に潜り込んでい
ることもよくあります。
　野生のクワガタムシは意外と敏感で、人が近づいて
くるとすぐに逃げてしまったり、木の下にポトリと落
ちてしまったりすることがよくあります。特に振動に
敏感なので、コクワガタを探すときは静かに歩きま
しょう。
　運よくコクワガタが見つかったら、体の大きさやあ
ごの大きさに注目しましょう。よく見られるのは、オ
スでも３cmくらいの小さな個体です。コクワガタの
オスは、体の大きさによって大あごの形が変わります。

最大級の個体と最小
級の個体とでは同じ
種類とは思えないほ
ど違っているばかり
か、最小級になると
オスかメスかも迷い
ます。
　コクワガタは、そ
れほど大きいわけではなく、珍しくもなく、姿も地味
なせいか、クワガタ採集の時には雑魚扱いされがちで
す。しかし、４cmを超える大きな個体はなかなか見
応えがあり、シンプルなデザインが逆にかっこいいも
のです。日本のクワガタでとても人気のあるオオクワ
ガタに近い種類なので、姿も似ています。
　また、コクワガタは長生きで、成虫で冬を越します。
飼育してみると、上手に飼えば３年くらい生きていま
す。コクワガタを見つけたら、ぜひ体のツヤや大あご
の先にも注目してみましょう。ツヤがあり、大あごの
先がとがっていたら若い個体で、ツヤが乏しくて大あ
ごの先がすり減って丸くなっていたら、２年以上生き
ている個体です。
　この夏は、普通で地味だけどかっこいいコクワガタ
に注目してみてはいかがですか。

米子水鳥公園主任指導員　桐
きりはら

原　佳
けいすけ

介

水鳥公園からのたより 米子水鳥公園（☎２４－６１３９・ ２４－６１４０）

７月に見られる生きものたち
鳥類：キジ、カルガモの親子、コブハクチョウ、ホシハジロなどのカモ類、ダイサギなどのサギ類、
オオタカなどのタカ類、カワウ、カイツブリ、オオバン、ツバメなどの小鳥類　
哺乳類：ヌートリアなど　爬虫類：ミシシッピアカミミガメなど　両生類：トノサマガエルなど
魚類：メダカなど　昆虫類：ミヤマアカネ　など。

７月・８月の催し
自然観察会
☆「樹液に集まる虫を観察しよう！」
夜に樹液に集まる昆虫たちの様子を
観察します。16日（月・祝）午後７
時～８時。対象：小学生以上がおす
すめ・定員20人・要予約。
☆「セミの羽化を観察しよう！」
夜に地面から出てきて羽化するセミ
の様子を観察します。８月４日（土）
午後７時～８時。対象：小学生以上
がおすすめ・定員20人・要予約。
子ども自由研究応援企画
☆水鳥公園の陸上生物調査をしよう！
園内で昆虫を中心とした陸上生物を
探して報告書を作ります。21日（土）
午前９時30分～午後０時30分。対象：
小学３年生から６年生・先着24人。
要予約。参加費：200円
☆水鳥公園の水生生物調査をしよう！
園内でメダカやエビなどの水生生物

を探して報告書を作ります。28日
（土）午前９時30分～午後０時30分。
対象：小学３年生から６年生・先着
24人。要予約。参加費：200円
中海八景の米子水鳥公園から見る大
山の写真展
第３回「山の日」記念全国大会が実
施されるにあたり、中海八景として
知られる米子水鳥公園からの大山の
景色をご紹介します。16日（月・祝）
～８月30日（木）
オリジナル生き物うちわを作ろう！
白紙のうちわに好きな生きものの絵
を描いて、オリジナルうちわを仕上
げます。21日（土）～８月３日（金）
開館中いつでも。対象：小学生以上
がおすすめ。材料費：100円。
ダンゴムシレース大会 2018
園内で捕まえたダンゴムシを特設
コースに入れて歩かせて、スタート
からゴールまでの時間を競います。
21日（土）～８月26日（日）開館中

いつでも。対象：どなたでも。
手作り自然教室
「小鳥のお家を作ろう！ Part1」
１枚の杉板から、親子で協力して
シジュウカラ用の巣箱を作ります。
22日（日）午前９時30分～正午、午
後１時30分～４時（２回開催）。対
象：それぞれ小学生の親子先着12
組・要予約。参加費：500円。会場：
米子市児童文化センター
●持ち物、服装は予約時にご確認く
ださい。

●会場は特に記載のない場合、水鳥
公園ネイチャーセンターです。

●水鳥公園の催しは、一部を除いて
鳥取県民カレッジ連携講座です。

●水鳥公園の催しへの参加には入館
料が必要です。

●入館料は、高校生～69歳の方は
310円、その他は無料です。

■開館時間　午前９時～午後５時30分
■休館日　毎週火曜日



■編集発行／米子市総務部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@city.yonago.lg.jp　■毎月１日発行　■印刷／東京印刷株式会社

米子市の人口と世帯数 平成30年５月末日現在（住民基本台帳による。）　　※（　）内は前月比
 148 12 （＋55人）  7 709人（ 61人） 世帯数

米子市の人口と世帯数米子市の人口と世帯数 平成30年５月末日現在（住民基本台帳による。）平成30年５月末日現在（住民基本台帳による。）平成30年５月末日現在（住民基本台帳による。）　　 （ ）※（　）内は前月比※（　）内は前月比
人口人口 148,512人（＋55人）148,512人（＋55人）男性男性 70,709人（＋61人）70,709人（＋61人）女性女性 77, 03 －6人）77,803人（－6人）77,803人（－6人）世帯数世帯数世帯数 6 ,605世 ＋73世帯） 66,605世帯（＋73世帯）66,605世帯（＋73世帯）

第３回「山の日」記念全国大会 in 鳥取
第３回「山の日」記念全国大会 in 鳥取
記念式典＆トークセッション参加者募集
記念式典
■と き　８月11日（土・祝）午前９時15分～10時45分
■ところ　大山総合体育館
■ナビゲーター　とっとりふるさと大使　瀧本美織さん
トークセッション
■と き　８月11日（土・祝）午後２時～３時
■ところ　米子市公会堂
■出 演　女優　檀ふみさん、登山家　貫田宗男さん
※いずれも参加無料ですが、申込みが必要です。申込締切日
は７月11日（水）必着です。

※申込方法などくわしくは、大会公式ホームページ（http://
mountainday-tottori.jp/) をご確認いただくか、実行委
員会事務局までお問い合わせください。

■申込・問合せ
〒６８３－００５４　米子市糀町一丁目160
第３回「山の日」記念全国大会 in 鳥取実行委員会事務局
（鳥取県生活環境部「山の日」大会推進課内）
（☎３１－９３８２、 ３１－９３８９、
Ｅメール：yamanohi-taikai@pref.tottori.lg.jp）

瀧本美織さん

貫田宗男さん檀ふみさん

　『第３回「山の日」記念全国大会 in 鳥取』の関連イベントとして、米子のシンボルである城山とともに、大山
の地蔵信仰によって育まれてきた歴史的景観を巡るエクスカーションを開催します。参加は無料。参加記念品
として、米子城にちなんだ銘菓をプレゼント。
　参加希望の方は、７月31日（火）までに文化振興課（☎２３－５４３８）にお申し込みください。
　※エクスカーションとは…体験型の周遊旅行

①城山（米子城跡）ミニ登山　その１
　ライトアップされた米子城跡を登ります。
　とき　８月10日（金）午後８時～９時（雨天中止）
　集合場所　ANAクラウンプラザホテル米子（集合・解散）

②米子城下町観光　～米子城下町・加茂川の地蔵さん巡り～
　とき　８月11日（土・祝）午後３時15分～４時30分（少雨決行）
　集合場所　米子まちなか観光案内所（灘町一丁目19）（集合・解散）
　※「加茂川の地蔵巡り」コースと「加茂川・中海遊覧船」乗船コースがあり、乗船コー

スは定員18人です。

③城山（米子城跡）ミニ登山　その２
　とき　８月11日（土・祝）午後５時～６時（雨天中止）
　集合場所　米子城跡枡形（集合・解散）

■申込・問合せ　文化振興課（☎２３－５４３８、 ２３－５４１４）

城山・城下町エクスカーション　参加者募集


